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大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

１番  上 地 史 隆  ８番  松  岡  克  美 

 

２番  田 中 裕 之   ９番  欠 員 

 

 ３番  原 本 哲 己   10番  後 藤 幸 太 郎 

 

４番  沢 出 好 雄  11番  深 川  曻 

 

 ６番  松 田 信 行  12番  近 藤 哲 雄 

  

 ７番  齋 藤 宏 司   

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 ５番  品 田 好 博  

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 

 

 

 

 

 

 



 

５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長 

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長 

   

副 町 長  産 業 課 長 

会 計 管 理 者  産 業 課 参 事 

総 務 課 長  建 設 課 長 

総 務 課 参 事  建 設 課 参 事 

住 民 課 長  地 域 振 興 課 長 

福 祉 課 長  住 民 福 祉 課 長 

福 祉 課 参 事  総 務 課 主 査 

   

   

教 育 長   

生 涯 学 習 課 長  生 涯 学 習 課 参 事 

   

農 業 委 員 会 事 務 局 長  選挙管理委員会事務局長 

   

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、主査 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 



 

平成２９年第４回大空町議会定例会議事日程 

第１号 平成２９年１２月１９日（火） １０時００分開議 

 
日程第１  会議録署名議員の指名について 
 
日程第２  議会運営委員会審査報告 
 
日程第３  会期の決定について 
 

（諸般の報告） 
 
日程第４  行 政 報 告 
 
日程第５  一 般 質 問 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 出 席 説 明 員 の 報 告 
 
１．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   町 長  山 下 英 二   教育委員会委員長  福 田 淳 一 
 
   代 表 監 査 委 員  近 藤 克 郎   農業委員会会長  山 神 正 信 
 
    
 
２．大空町長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   副 町 長  川 口 明 夫   産 業 課 長  佐々木 徳 幸 
 
   会 計 管 理 者  平 田 義 和   産 業 課 参 事  中 村 直 樹 
 
   総 務 課 長  藤 田   勉   建 設 課 長   佐 薙 幸 史 
 
   総 務 課 参 事  林   敏 美   建 設 課 参 事  高 島 清 和 
 
   住 民 課 長  山 本 勝 栄   地 域 振 興 課 長  伊 藤 裕 幸 
  
   福 祉 課 長  南 部   猛   住 民 福 祉 課 長  星 加 政 志 
 
   福 祉 課 参 事  松 川 一 正   総 務 課 主 査  土 田 康 裕 
 
 
３．大空町教育委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   教 育 長  渡 邊 國 夫    
 
   生 涯 学 習 課 長  田 中 信 裕  生 涯学習課参事  田 端 久 剛 
 
 
４．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  作 田 勝 弥 
 
５．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  藤 田   勉 
 
６．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  菊 地 教 男   事 務 局 主 査  石 川 大 樹    
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    平成２９年１２月１９日 
 
                     大空町議会議長  近 藤 哲 雄 



諸 般 の 報 告 
≪平成２９年１０月２６日～１２月１９日≫ 

 

１０月２６日  第９回議会広報常任委員会 

   ２７日  オホーツク圏活性化期成会「ＪＲ石北本線の維持・存続に向けて」 

シンポジウム（北見市） 

   ２９日  もこと山ふきおろしマラソン大会 

   ３０日  北網ブロック市・町議会正副議長会議（小清水町） 

３１日～１１月１日  オホーツク圏活性化期成会秋季要望（札幌市） 

１１月 ３日  大空町表彰式 

    ３日～４日  東京女満別会総会・東京東藻琴会総会（東京都） 

９日  第１２回総務厚生・第１１回産業建設文教合同常任委員会 

  第１０回議会広報常任委員会 

   １０日  大空町交通事故防止決起集会 

   １１日  女満別小学校学芸会 

        東藻琴小学校学芸会 

   １３日～１４日  オホーツク圏活性化期成会石北本線部会視察（函館市・青森

市） 

１５日  第１３回総務厚生常任委員会 

１８日  女満別幼稚園はっぴょうかい 

東藻琴幼稚園・保育園お遊戯会 

   １９日～２０日  地方自治法施行７０周年記念式典・記念シンポジウム（東京

都） 

        第１１回議会広報常任委員会 

２１日～２２日  第６１回町村議会議長全国大会（東京都） 

２３日  東藻琴中学校 学校開校７０年記念式典 

２７日  第１０回議会運営委員会 

第４回議員協議会 

  第１４回総務厚生・第１２回産業建設文教合同常任委員会 

  第１４回総務厚生常任委員会 

第１２回産業建設文教常任委員会 

        新しい高校づくり講演会 

１２月 １日  若返り演芸会 

４日  第１５回総務厚生常任委員会 

６日  第１３回産業建設文教常任委員会 

    ９日  議会報告会・町民との意見交流会 

１３日  第１１回議会運営委員会 

     第１２回議会広報常任委員会 

１９日  平成２９年第４回定例会 
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（開会 午前１０時００分） 

    ◎開会、開議宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから平成２９年第４回大空町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は会議規則第１２７条の規定によって、議長において１番 上地

史隆議員及び２番 田中裕之議員を指名します。 

 

    ◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２ 議会運営委員会審査報告を行います。 

議会運営委員会審査の結果について, 

委員長から報告の申し出がありますので、これを許します。 

議会運営委員会委員長 松岡克美議員。 

 

◇松岡議会運営委員会委員長 おはようございます。 

議会運営委員会の審査結果を報告いたします。 

本定例会を開催するに当たり、去る１２月１３日、議会運営委員会を開き、本日

開会の定例会の会期等について協議をいたしました。 

本定例会では、一般質問者が６名、町長から提出されております案件が１５件で

あります。その内訳は、一般議案８件、補正予算７件であります。 

このほか、決算認定８件、報告１件、発議として条例改正及び意見書等の提出も

予定をされております。 

したがいまして、一般質問及び提出議案の内容、件数から判断いたしまして、本

定例会の会期は、本日１２月１９日に開会して、１２月２０日までの２日間とする

ことが妥当であると全会一致で判断いたしましたので、その結果について報告いた

します。 

以上、議会運営委員会の審査報告といたします。 

 

◇議  長 これで議会運営委員会審査報告は終わりました。 

 

    ◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３ 会期の決定についてを議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、先ほどの議会運営委員会審査報告のとおり、
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本日から１２月２０日までの２日間にしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から１２月２０日までの２日間に決定しました。 

 

    ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

事務局長。 

 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は、１０名であります。 

５番 品田好博議員から欠席の旨届け出があります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職氏名は、一覧表として配付していると

おりであります。 

なお、職務の都合により、一部に異動がある場合がありますことを御了承願いま

す。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付しているとおり

であります。 

議会事務局職員による議会広報用の写真撮影を申請し、許可を行っておりますの

で御了承願います。 

あわせて報道機関より写真撮影の申請がありましたので、許可しておりますので

御了承願います。以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４ 行政報告を行います。 

山下町長から行政報告の申し出がありますので、これを許します。 

山下町長。 

 

◇町  長 おはようございます。 

平成２９年第４回大空町議会定例会に当たり、行政報告を行います。 

９月２６日から２７日にかけまして、北海道町村会理事会が宗谷管内豊富町で行
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われ出席をいたしました。 

本年度から北海道町村会の監事を仰せつかっております。理事会におきまして、

平成２８年度各会計の監査報告のために、出張したところであります。 

あわせまして、豊富町内の視察をさせていただいたところであります。 

この機会に出張の移動につきましては、列車移動ということで、ＪＲ北海道が経

営いたしております石北線、宗谷線を乗り継いで、豊富町まで行ってきたところで

ございます。 

９月２８日、大空町企業誘致委員会を開催をいたしました。 

太陽光発電施設に係る条例指定２件について説明し、承認を得たところでござい

ます。 

そのほか、誘致しました企業の動向、さらには、進出企業予定などの問い合わせ

状況などを紹介し、意見交換を行ったところでございます。 

１０月２日は、大空町表彰審査委員会を開催をいたしました。 

個人２１件、団体５件の推薦について審議をいただき、全件を可とする答申をい

ただいたところであります。 

１０月３日は阿寒摩周国立公園名称変更記念式典及びレセプションに出席をいた

しました。弟子屈町で開催されたところであります。 

今までの阿寒国立公園から摩周という名称が加えられたことを記念した式典が開

催されたところであります。基調講演、パネルデスカッションなどからは、当地域

の魅力が説明されたところであります。今後の広域観光への期待が寄せられている

ところであります。 

１０月４日、オホーツク町村会行財政特別委員会が網走市で開催をされ、出席を

いたしました。 

３０年度採用職員の１次試験合格者を決定したところでございます。この段階に

おきまして、大卒１９人、高卒６５人の一次合格者を決定いたしました。 

１０月７日は、市町村長政策研究会が札幌市で開催をされ、参加をいたしました。 

防災をテーマに国土交通省から職員を招き、災害時における必要な対応などにつ

いて勉強したところでございます。 

１０月９日は、十勝オホーツク自動車道陸別小利別インターチェンジ、訓子府イ

ンターチェンジ間開通式、通り初め式に参加をいたしました。 

この陸別町小利別訓子府間１６キロが開通したことによりまして、十勝圏域とオ

ホーツク圏域がつながったわけでございます。 

式典に参加するとともに、訓子府から小利別まで走行させていただいたところで

ございます。 

１０月１６日は、オホーツクイメージ戦略推進委員会が網走市で開催をされ、出

席をいたしました。 
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平成２９年度から３カ年で取り組むオホーツクイメージの発信につきまして、電

通、ＪＴＢの企業体が受注し、吉本興業の芸人によるインターネット上での情報露

出を狙ったものとなりました。 

キャッチコピーは、オホーツクールとなったところでございます。 

同日、オホーツク町村会臨時総会が網走市で開催をされ、出席をいたしました。 

林小清水町長の退任に伴う役員改選を行い、新しい監事には川根佐呂間町長が選

出されたところであります。また、この機会に東京都江東区との交流事業について

の報告が行われたところでございます。 

１０月２０日は道庁大空会が札幌市で開催をされました。 

今年度は選挙事務などもございました。また、出張などということもございまし

て、道庁職員の出席は１０名と少ない状況でございました。 

今後は道職員と町村職員との交流や、また視察なども兼ねて職員の出席も検討す

るべきではないかと、そんな感想を持ったところでございます。 

１０月２３日は、国道３３４号道路整備促進地域連携会議意見交換会が網走市で

開催をされました。これは網走開発建設部との意見交換会になります。 

道の駅が９月１日に実質上オープンをいたしました。また、道の駅に対して防災

備品の設置もいただいたところでございますので、そのお礼とあわせて、３３４号

道路の登坂車線の整備、線形改良、防災対策を要請したところでございます。 

１０月２７日は、オホーツク圏活性化期成会ＪＲ石北本線の維持存続に向けてシ

ンポジウムが北見市で開催をされ、出席をいたしました。 

ＪＲ北海道からの現状報告のほか、北海道大学院准教授 岸邦宏氏から基調講演

を行っていただき、この問題に係る論点の整理が行われたところでございます。 

１０月３１日は、北海道町村会政策懇談会が札幌市で開催をされました。 

前総務事務次官 佐藤文俊氏の講演によりまして、地方財政、地方税制、地方行

政の現状から将来を展望する内容が報告されたところであります。 

分科会におきましては、総務建設委員会に参加をさせていただき、空き家対策に

ついての意見交換を行ったところでございます。 

１１月１日は、国道３３４号道路整備促進地域連携会議意見交換会ということで、

札幌市に出向いた折に北海道開発局長、さらには幹部の方々に１０月２３日と同様

の内容について整備要望をしたところでございます。 

同日、オホーツク圏活性化期成会秋季要望ということで、北海道庁に対して要望

を行ったところでございます。 

重点項目といたしまして、医療、農業等を中心とする防疫、病害虫、高速道路、

バス、ＪＲ、それらの問題について、高橋知事に直接要請を行ってまいりました。 

同日、新規航空路線誘致活動ということで大阪に飛びまして、網走市長、北見市

長、オホーツク総合振興局長とともにピーチアビエーションに対して、女満別空港
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への乗り入れの要請を行ったところであります。 

来年夏、残念ながら女満別空港ということにはなりませんでしたけれども、釧路

空港へのピーチアビエーションの乗り入れが決定したところであります。 

私どもの地域としては残念だということもありますけれども、東北海道に初めて

ＬＣＣが就航する。 

また、将来的には面として考えて乗り入れを増やすという中で、次は必ず女満別

空港への誘致というところを目標にしながら、誘致を進めてまいりたいと考えてい

るところでございます。 

２ページ目になります。 

１１月３日は、大空町表彰式を挙行いたしました。 

表彰者１９人の出席をいただき、式典を挙行し、その功績を町民の皆様とともに

称えたところでございます。 

１１月４日は、東京女満別会総会が開かれまして、出席をさせていただきました。

今年は３７名の出席で開催をされたところであります。 

大林会長からは、来年度東藻琴会との合同開催について町の協力を要請されたと

ころでございます。 

あわせて同日、北海道東藻琴会総会も開催をされ、そちらにも出席をさせていた

だきました。こちらは４２名の出席でございました。 

来年度、女満別会との合同開催について協力をお願いしたところでございます。 

１１月７日は、大空町交通安全・社会を明るくする運動実行委員会を開催をいた

しました。 

死亡交通事故の発生を報告させていただくと同時に、来年度は７月３日、女満別

区域での開催を決定させていただいたところでございます。 

同日、北網地域市町長会議が北見市で開催をされ、出席をいたしました。 

津別町への林業大学校の誘致を進めることを全首長で確認をしたところでありま

す。 

また、空き家対策に係る情報交換を行わせていただきました。 

１１月８日は、安全安心の道づくりを求める全国大会が東京で開催をされ、出席

をいたしました。 

大会では、道路整備に係る要請内容の決議をするとともに、北海道道路整備促進

協会として、財務副大臣、国土交通省幹部に要請活動もあわせて行ってまいりまし

た。 

１１月１０日は、大空町交通事故防止決起集会を開催をしたところでございます。 

１０月２７日早朝、住吉で死亡交通事故が発生をいたしました。２，７８３日で

ゼロ日数が途切れてしまうという結果になったところでございます。 

新たな気持ちで交通事故の抑制、死亡交通事故ゼロを目指して集会を開催し、町
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民の方々１６０人の参加をいただいたところでございます。 

１１月１３日から１４日にかけましては、オホーツク圏活性化期成会・上川地方

総合開発期成会合同によります石北本線部会視察ということで、函館市、青森市を

訪れました。 

新幹線開通に伴う並行在来線であります道南いさりび鉄道、青い森鉄道の視察を

させていただき、あわせて乗車をさせていただいたところであります。 

いずれも上下分離をして、都道府県や市町村などが負担して経営をしております。 

ＪＲ貨物利用料があるものの経営は大変で、将来的な不安を抱えているという状

況がわかったところであります。 

１１月１６日、北海道横断自動車道北見・網走間建設促進期成会秋季要望のため

に、東京に出向きました。 

端野・高野の整備に係る第２回の小委員会の開催について強く要請したところで

あります。 

国土交通副大臣、さらには道路局、北海道局の幹部に要請をしてまいったところ

であります。 

同日、全国浄化槽推進市町村協議会通常総会にも顔を出しました。 

平成２８年度の決算の承認、平成３０年度の事業計画、予算を決定するとともに、

要望事項について取りまとめを行いました。 

翌日１１月１７日は、簡易水道整備促進全国大会が東京で開催され、そこにも出

席をしてまいりました。 

功労者表彰、大会宣言決議を採択するとともに、予算の確保、補助制度の拡充、

地方財政措置の充実などについて、役員で要請活動を行ったところであります。 

同日、網走刑務所住吉作業所用地活用協議ということで、東京都におきまして法

務省に要請活動を行いました。 

住吉作業所の活用に当たり、計画策定の基礎調査への了解とあわせて地方創生人

材支援制度に係る法務省からの人材派遣の要請を行ったところでございます。 

１１月２０日は、北海道総合交通政策検討会のために札幌市に出張いたしました。 

この会が第５回ということでございます。平成３０年度を目標とする交通政策の

指針の案、また３年間の集中的に取り組む施策が示されたところであります。 

私からは、具体的にいつ誰がどういった負担で取り組むかまで、この計画の中に

記述すべきではないかと、そのような御提案をさせていただいたところであります。 

１１月２７日は、新しい高校づくり町民講演会を開催をいたしました。 

町民約１００人の参加をいただいたところであります。 

女満別高校生、東藻琴高校生による活動発表、また、高校の魅力化では、隠岐島

前高校の事例について藤岡慎二先生のお話をいただいたところであります。高校へ

の関心を高めていただいたものと感じております。 
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１１月２９日は、全国町村長大会が東京で開催され、出席をいたしました。 

荒木熊本県嘉島町長が新会長として挨拶をされたところであります。 

国会の会期中ということもありまして、両院議長は出席をいただきましたけれど

も、総理大臣、総務大臣は代理出席、また、各政党からも自由民主党総務会長のみ

の出席ということで、全体的に国会議員の方々の出席も少なかったように思います。 

この中で、森林環境税の創設など１３項目の決議を行ったところでございます。 

１１月３０日は、女満別空港整備利用促進協議会といたしまして、北海道知事要

望のために札幌に出向きました。 

民間委託に当たり、地域の意向が反映される仕組み、地元との事前協議、売却財

源等の有効活用、委託後における北海道の継続支援等を高橋知事に直接要請したと

ころであります。 

このときは網走市長、また女満別空港ビル会社の社長とともに要請活動に当たっ

たところでございます。 

１２月１日は、市町村長政策研究会が札幌市で開催をされました。 

災害時においてトップがなすべきこととして、シミュレーション型ワークショッ

プを実施して、トップの判断力、分析力、対応力を養う研修会として行われたとこ

ろでございます。 

３ページ目になります。 

１２月４日、オホーツク圏活性化期成会ＪＲ北海道問題に係る意見交換会及び石

北本線部会が北見市で開催をされ、出席をいたしました。 

全体の意見交換会では、道の取り組み状況が報告され、また釧網線、石北線両部

会の活動報告があったところでございます。 

北海道のリーダーシップを求める意見、また、それぞれの方々が役割分担につい

てそろそろ議論していくべきべきではないかとの意見が出されたところであります。 

その後の石北本線部会におきましては、今後、関係団体において、ＪＲの自助努

力、国の支援を求め、費用負担も含め道とともに検討すること。 

こういう内容の文言を含めた中間報告が出され、小委員会を設置し、議論を加速

させていくことを確認したところでございます。 

以上、行政報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで行政報告は終わりました。 

 

    ◎日程第５ 一般質問 

◇議  長 日程第５ 一般質問を行います。 

順番に一般質問を許します。 

１番 上地史隆議員。 
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◇上地議員 皆様おはようございます。 

今年も早いもので、残りわずかになりました。 

最近のニュースですが、今年の世相を表わす漢字が「北」の一文字に決まりまし

た。理由は北朝鮮のミサイル発射などが注目されたからだそうです。 

まさに北海道は上空をミサイルが通過したり、木造船が漂着したりなど、北に係

わることが強く感じられた年であったように思います。 

それでは、今年最後の定例会になりますが、通告に従い質問に移らせていただき

たいと思います。 

他の方の質問と重なるところがありましたら、お許しいただきたいと思います。 

それではまず一つ目の質問ですが、学力テストの結果について、お聞きしたいと

思います。 

道教委か１１月２７日に公表した２０１７年度全国学力学習状況調査の管内別結

果によると、オホーツク管内の平均回答率は、小学６年と中学３年の国語、算数、

数学の基礎知識を問うＡ、応用力を見るＢ、全て全国、全道平均を下回りました。 

ＡよりＢの方が全国平均との差が大きく、応用力により課題があることが浮き彫

りとなりました。 

中学３年については、４科目は昨年度より全国平均との差が広がり、管内の平均

回答率は２０１３年度以降、毎回全科目で全国平均を下回っております。 

本年度の科目別の全国平均との差は、小学６年については、国語Ａが３．３ポイ

ント、国語Ｂが５．４ポイント、算数Ａが３．５ポイント、算数Ｂが６．１ポイン

ト、中学３年については、国語Ａが３．０ポイント、国語Ｂが３．９ポイント、数

学Ｂが４．８ポイントでした。 

昨年度と比べると小学６年は４科目とも全国平均との差が縮まった一方、中学３

年については、全ての科目で差が広がりました。 

小学６年の差は、国語ＡＢがいずれも前年度比０．９ポイント、算数Ａは同２．

０ポイント、算数Ｂは同０．１ポイント改善し、中学３年は、国語Ａが同１．１ポ

イント、国語Ｂは同０．５ポイント、数学Ａは同１.２ポイント、数学Ｂは同０．９

ポイント拡大しました。 

全国平均との差が最も大きかった小学６年の算数Ｂでは、科目別の正答数が全国

の下位２５％に入る階層の児童生徒の割合が４０．２％に上り、全国平均の３０．

５％を大きく上回りました。 

家庭学習に関しては、平日に１日当たり１時間以上勉強している割合は、小学６

年生が全国平均よりも１６．７ポイント少ない４７．７％で、中学３年生について

は、同８．８ポイント少ない６０．８％でした。 

本年度は管内１８市町村の小学校８０校の２，０１５人、中学校５１校の２，２
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５５人が学力テストに参加しました。 

町内の学力テストの結果はどうだったのか、教育長よりをお聞かせいただきたい

と思います。 

続けて二つ目の質問に移らせていただきます。 

二つ目の質問は、自治体情報のデータ放送についてです。 

北海道文化放送では、１月から地上デジタル放送のデータ放送で道内自治体の情

報を表示するサービスの試験運用を始めます。 

災害時の避難勧告や健診、排雪作業の日程告知、熊出没に関する注意喚起など、

１自治体につき３件から５件程度を表示し、視聴者はテレビをＵＨＢのチャンネル

に合わせ、リモコンのｄボタンを押し、さらに、黄色のボタンを押すと居住地の自

治体情報が表示されます。 

他の自治体情報が見ることができる上、使用料については無料となっております。

来年度の北海道命名１５０年に合わせて企画されたそうです。 

今後、各自治体に参加を呼びかけニュース配信用のシステムを応用し、自治体の

担当者が直接情報を入力できるようにし、本格運用となる４月以降は、参加する自

治体から月３万円から５万円程度の利用料を徴収する形で行うそうです。 

このように、地域住民に情報を少しでも適切に伝えることは大事なことに思いま

すが、町は、現在どのような手段を用いて、地域住民に町内の情報を伝えているの

か、町長よりお聞かせをいただきたいと思います。 

以上２点、最初の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 上地議員からの一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

全国学力学習状況調査についてでございますが、この調査は文部科学省が全国の

小学校６年生と中学校３年生を対象に、毎年実施しているもので、平成１９年度か

ら開始され、本年度で１１回目の実施となっております。 

調査の目的は義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児

童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改

善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善な

どに役立てるものとされております。 

大空町では第１回目から１１回全ての調査に参加し、その都度、児童生徒の学力

や学習状況を詳細に分析し、必要な教育施策の展開や学校における授業改善、さら

には保護者と連携した家庭学習の定着に向けた取り組みに生かしてきたところでご

ざいます。 

本町における今年度の全国学力学習状況調査の結果でございますが、本年度は４
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月１８日に町内の小・中学校４校においてそれぞれ実施してございます。 

調査対象児童生徒数ですが、小学校は女満別小学校、東藻琴小学校の２校で合わ

せて５３名となっております。 

また、中学校は女満別中学校、東藻琴中学校の２校で７３名となっております。 

調査の内容は大きく二つに分かれておりまして、一つは、教科に関する調査とし

て、小学校は国語と算数、中学校は国語と数学のそれぞれ２教科で実施しており、

主に知識に関する調査のＡ問題と主に活用に関するＢ問題を教科ごとに分けて調査

が行われております。 

もう一つは、生活習慣や学習環境等に関する質問調査として、児童・生徒を対象

にしたものと、学校を対象にしたものとなっております。 

児童生徒を対象とした調査は、学習意欲や学習方法、学習環境、日常生活の状況

などに関する内容であり、また学校対象とした調査は、学校における指導方法に関

する取り組みなどについて把握する内容となっております。 

最初に、教科に関する調査の結果についてでございますが、数値での公表を行っ

ていないことから、段階評価での説明とさせていただきますが、全道の平均点との

差が上下１ポイント未満の場合を同様、マイナス１ポイント以上、マイナス３ポイ

ント未満をほぼ同様、マイナス３ポイント以上マイナス５ポイント未満をやや低い

マイナス５ポイント以上マイナス７ポイント未満を低い、マイナス７ポイント以上

を相当低いと定義いたしまして、説明を申し上げたいと思います。 

小学校は国語Ａがやや低い、国語Ｂが相当低い、算数Ａがほぼ同様、算数Ｂが低

いという結果となりました。 

一方中学校は、国語Ａ、数学Ａが同様、国語Ｂ、数学Ｂがほぼ同様という結果に

なっております。 

本年度の結果につきましては、中学校が全道平均と比較して国語、数学それぞれ

ほぼ同様であったのに対して、小学校の国語と算数のＢ問題、いわゆる応用力の問

題が低かったことが特徴となっております。 

毎年、教科問題が変更となる上に調査対象児童・生徒も同じではないことから、

一概に比較はできませんが、小学校については、全般的に前年度より下回る結果と

なりました。 

次に児童・生徒を対象とした生活習慣や学習環境等に関する質問調査の結果につ

いてでございますが、小学生が９２の質問、中学生が９４の質問項目について回答

することとなっており、その中の項目のうち、学習習慣では、家庭学習を平均１時

間以上勉強する割合が、本町の中学生は、全道平均を上回っているのに対し、小学

生は全道平均を大きく下回っている結果となっております。 

一方、生活習慣ではテレビの視聴やテレビゲーム、また携帯電話、スマートフォ

ンによる通話やメール、インターネットなど１日３時間以上する割合は、本町の中
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学生が全道平均とほぼ同じ結果であったのに対し、小学生は全てにおいて全道平均

を超える結果となりました。 

今回の調査結果に基づく課題でありますが、とりわけ小学校では、上位層と下位

層の二極化や指導方法と授業の改善、学習規律の徹底や家庭学習時間の不足、また、

生活リズムの乱れなどが挙げられております。 

教育委員会では、これまで教職員の研修や授業改善といった学校による教育実践

の積み重ねや、補助教員配置によるきめ細かな指導に努めておりますが、中学校も

含め、これまでの取り組みの効果を検証し、学校における組織的、継続的な取り組

みを強めるとともに、危機意識を持って補充学習の取り組みや家庭学習の定着、規

律ある生活習慣の確立など、さらなる学力向上対策を講じてまいりたいと考えてお

ります。 

また、家庭・学校・地域が課題を共有し、連携協力して、大空町の子どもたちの

学力向上が図られるよう、一層の努力をしてまいりたいと考えているところでござ

います。 

以上、上地議員への１回目の御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 上地議員の自治体情報のデータ放送について、私から答弁をさせていた

だきたいと存じます。 

まず、町が行っている情報提供の手段でございますけれども、広報紙、ホームペ

ージ、おおぞらテレビジョン、ＬＩＮＥ、登録制のメール配信、ふれあいトーク、

郵送やファクスでの文書案内、またチラシ広告など、さまざまな手段を活用して行

っているところであります。 

また、災害時の避難勧告、避難所の開設等は、町から北海道を通じ発信した情報

がテレビやラジオ、インターネット、携帯電話などから住民へ提供される現状にご

ざいます。 

道内の自治体におけるデータ放送は、現在、北海道庁からのお知らせ、札幌市の

除雪・排雪に関する情報などがございます。 

そのほか、道内全市町村の災害時における避難勧告、避難所の開設等の情報がＮ

ＨＫによりデータ放送されております。 

このたびの北海道文化放送が自治体情報提供サービスを構築し、来年１月から試

験運用を開始し、４月から本格的に導入を検討しようという内容が報道発表された

ところでございます。年間で約４５万円程度の負担とは聞いているところでござい

ます。 

具体的に問い合わせをいたしましたけれども、情報の種類でありますとか量、ま
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た、運用の方法、町側の対応方法や利用者の簡便性、簡易性と言うのでしょうか、

そういうものなどについて見極めるために、年明け試験運用期間中などに各市町村

なども含めてアンケート調査なども実施をしたいと、そのような意向のようでござ

います。 

そういった試験運用期間もあるということでありますので、その中で、私どもと

して内容確認をさせていただいたり、そして、調査をするということをして臨んで

まいりたいと考えているところであります。 

今の段階では具体的な方針まで決定しているわけでありませんけれども、今後そ

れらを確認した上で、導入していくことの可能性というものが増えてまいりました

ら、また、議会にも改めて協議をさせていただいて進めてまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 １番 上地議員。 

 

◇上地議員 一つ目の質問について、学力テストのことについて再度お伺いしたいと

思います。 

教育長から適切にお答えいただいたと思いますが、学力テストは導入され１１年、

１１回実施されたということで、生徒数も小学校が５３名、中学校が７３名で実施

率は１００％というのも産業建設文教委員会の資料で確認できています。 

１１回の中で教科等は変わっていますが、ここ数年の学力テストの結果について

評価し、それによって新たな取り組みを行ったのかどうか、それについてお伺いし

たいと思います。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 お答えを申し上げたいと思います。 

学力テストの調査結果に基づく課題分析につきましては、毎年度、各学校ごとに

子どもたち個々の状況を詳細に分析し、課題を明らかにしているところでございま

す。 

また、その結果をもとに、指導方法や授業の改善、子どもたちの学習習慣や生活

習慣の改善に生かしてきているところでもございます。 

改善に向けた具体的な取り組み内容でありますけれども、日常の授業を改善し、

子どもたちの学力向上を図っていくためには、教職員のスキルアップは欠かせませ

ん。また、課題の大きさによって、マンパワーによる支援が重要となってまいりま

す。 

大空町では、子どもたちの教育内容の質の向上のため、平成２６年度から教職員
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の研修費用の助成予算を大幅に増額をしております。そのことによって、道内外の

先進地における指導方法を学ぶ機会が増えるとともに、町内に勤務する教職員がノ

ウハウを共有し、タイムリーに実践に生かせるようになりました。 

その他の取り組みとしては、子どもたち一人一人の理解や習熟の程度に応じた少

人数習熟度別指導や、複数の教員によるチームティーチングなど、きめ細かな指導

のほか、放課後や長期休業中の補充的な学習サポートも実施してきております。 

さらに、町独自の施策として、町内２つの小学校に補助教諭を３名配置するとと

もに、本年度からは女満別中学校にも新たに１名増員配置したところでございます。 

また、教育委員会には特別支援コーディネーターや地域コーディネーター、語学

指導助手、巡回学校図書館司書を配置するとともに、平成２８年度からは、大空町

として初めてとなります教育専門職である指導主事を配置し、学校教育に係わる指

導体制の強化を図ってきております。 

さらに本年度からは指導主事を１名増員配置いたしまして、小学校の外国語教育

の強化に向けた準備や体制づくりを進めているところでもございます。 

一方、ハード面では今年度、町内中学校２校の教育用コンピュータを更新すると

ともに、新たにタブレット端末を導入いたしまして、子どもたちが興味、関心を高

め、分かる授業というものを実践しておりまして、来年度は、小学校においてもパ

ソコン、タブレットといったものの更新導入を予定しているところでもございます。 

以上、御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 １番 上地議員。 

 

◇上地議員 適切にお答えいただいたと思います。 

教育長も先ほど言われたように応用力、特に小学校に限っては低い、やや低いだ

ったと思うんですけど、この応用力というのは大切な力だと思うので、先ほど言わ

れたように、できるだけ意欲を持つ、自分で考える能力を養うということは、小さ

いうちから大切な能力だと思うので、このことについては、今後も力を入れていた

だきたいと思います。 

その中で一つ気になったのが、学習状況調査の項目なんですが、ちょっと女満別

小学校の資料しかなかったもので、これについて気になった点だけお伺いしたいと

思います。 

まず１点目ですけど、学校の授業以外に１日１時間以上勉強するという設問があ

るんですけど、これが課題の中に載っていたんですが、全国比マイナス３６．９で、

全道比がマイナス２９．６と非常に高いと、いや、１０％やそこらだったら多少は

あると思うんですけど３割を超える、これは非常に高いんじゃないかと少し心配を

しておりまして、あと、もう一つ気になったのが自己肯定の科目ですけど、自分を
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必要な存在だと思っているかという項目があるんですけど、これも日本人の数値が、

自己肯定が欧米に比べて低いんですけど、この科目についても全国比がマイナス２

８．３だと思ったんですけど、全道比が２５．７ぐらいだと思うんですけど、これ

も非常に高い。 

あともう一つ気になったのが、いじめについてですけど、いじめは何があっても

良くないと思うという設問があるんですが、これが全国比マイナス２８ポイントで

全道がマイナス２６ポイント、これが小学校の女満別小学校しかなかったんですけ

ど、女満別小学校で気になった３点、この点についてはどうお考えか、お聞かせを

いただきたいと思います。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 個別の学校の結果についての質問ということでございますけれども、差

し障りのない範囲でお答えできればなと思っております。 

まず応用力の部分が非常に弱いということについては、これは、町内の小学校両

校含めて、傾向として表れていることでありまして、やはりテレビゲーム、スマー

トフォンといったものに、家庭に帰ってから時間を多く費やしていると、そういっ

たことが家庭学習の時間が少なくなるという大きな要因になっているのかなという

ことであります。 

そういう中で、やはり家庭学習時間をどのように増やしていくかということも課

題でありますし、例えば、家庭との協力、連携というものも不可欠ではないかなと

思っているところでありますが、学校としては、やはり、自ら子どもたちが考える

力、自主的にそういう考えを持てるような、そういう教育の指導内容に力を入れて

いくということに重きを置いておりまして、例えば、個人やグループで考える時間

というものを増やすということであったり、また、ノート指導の徹底ということを

しながら、自分の考えを書く、まとめるといったものについても、そういった授業

の改善にも取り込んでいくと、さらには小学校の段階からプレゼンテーション能力

を養う、そのような授業も取り入れながら、社会に通用する人間、また現場で対応

できる人間に育てていく、そのような必要があり、またそういった授業に転換して

いかなければならないということで、現在もそういうような内容で授業を今展開を

進めていただいているところでございます。 

また２点目の自己肯定感については、やはりそのような傾向は小学生、中学生含

めてみられているかなと思うのですけれども、ただそれは自信がないということで

は決してなくて、そういう自分で先ほど言ったプレゼンテーションだとか、自らそ

ういう自分の力を確認するためにというのが、なかなか一般の授業の中で展開でき

てないというところが自信につながっていないという部分があるのかなと、例えば
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修学旅行などに行っても、大空町の子どもたちが非常に真面目で規律も守って、本

当に優等生な子どもたちが多いのでありますけれども、そういう中で、自信を持た

せるという、そのようなさまざまな教育活動を通じて、自分でもできるんだと、そ

ういうような工夫が今後やはり必要ではないかなと思っております。 

そういうことで、本来の力を十分発揮していただけますし、調査においても自己

肯定感を持った、自分は持っているというような回答が今後増えていくのではない

かと思っておりまして、そのような取り組みに力を入れてまいりたいなと思ってお

ります。 

また、いじめについては、繰り返し道徳等の活動を通じまして、いじめはあって

はなりませんし、犯罪でもあるとそういう指導を繰り返し行っておりますし、さら

には、子ども同士で、どうすればいじめというものを防げるのか、またそういう行

為を見たときにどういう行動をとればいいのか、一人一人に考える時間を設けてお

りますし、またグループでその辺の議論を行わせるといったことで、他人事ではな

く自分でもそういうことが起きるんだと、自分だったらどうするのかという本質の

部分を授業の中で、今指導させていただいておりまして、結果として、数字として

は、平均よりは高かったかもしれませんけれども、繰り返しそういう授業活動を行

いながら、いじめ防止、また意識啓発を高めながら進めておりますので、今後とも

それは継続してまいりたいと思っているところでございます。 

 

◇議  長 １番 上地議員。 

 

◇上地議員 今後も個々の能力、課題に応じて適切に御指導いただければ良いのかな

と思います。 

実際に子どもたちは、教育は大事なもので、次世代の大空町を担っていただく方

が将来たくさん出るように、できるだけ力を入れて適切に今後も御指導いただけれ

ばと思います。 

学力テストの質問についてはこれで終了したいと思います。 

続いて、データ放送について、質問したいと思います。 

町長から適切にお答えいただいて、実際に札幌とかで排雪とか町長の方もＵＨＢ

に確認してアンケートなどいろいろ市町村、試験的に始める中で行っていきたいと

いうことも丁寧にお答えいただいたと思います。 

災害に限ってもテレビの方で、道と関連して流せるということもお聞きしました。 

最後になるのですが、この中で１点だけ、やはり、実際に各家庭に間違いなくあ

るというものはテレビなので、インターネット環境が整っていない高齢者の方も多

いですし、まだ試験段階なので、すぐにとは言いませんけど、適切なもので必要だ

なというものでありました。 
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ぜひ積極的に検討いただきますよう考えていただきたいなと思います。 

これで質問を終わります。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 私は常々情報の提供の手段というものは、一つに限らないと、そのよう

に考えております。 

何か一つだけがあると、それで完全に全ての方々に情報が伝わるかというと、そ

うではないと思っております。 

いろいろ輻輳した手段があって、それを受け止める方がどの情報から入手をする

かということが大切ではないかと思っております。 

いろいろな手段があるということがより多くの人に適切な情報伝えることにつな

がるのではないかと、今回、御指摘をいただいたこのデータ放送というものも、そ

ういった視点から見ても、テレビを使って独自に個別の情報を入手できるというも

のは、今までにはなかったように思います。 

これも、新しい時代の情報の提供のあり方ではないかと、そのように考えてござ

います。 

そのことが私どもの情報発信をしていく中で重要なこととも受け止めてございま

す。 

先ほど言いましたように、年が明けましたらいろいろな試験運用があります。そ

の中で、私どもの町に合致するものか、良いものかどうかということを十分見極め

て、その内容なども議会の皆様にもお知らせをしながら、その導入についての検討

については考えてまいりたいと、そのように思うところでございます。 

今後の推移などについて情報提供もさせていただきますので、その中でまた御意

見などもちょうだいできればありがたいと思っております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これにて、上地史隆議員の一般質問を終了します。 

ここで１０分間休憩します。 

 

（休憩 午前１０時５２分） 

（再開 午前１１時０２分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第５ 一般質問を続けます。 

一般質問の通告をしていた５番、品田好博議員が本日欠席しておりますので、次
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に、３番 原本哲己議員の一般質問を許します。 

 

◇原本議員 改めておはようございます。 

１２月も押し迫り例年になく寒い日が続いています。昨年、一昨年と台風等の豪

雨被害に見舞われましたが、今年は比較的安定した気候だったと思われます。 

その中、一部地域で、９月末降雹があり、被害に遭われた方々に改めてお見舞い

申し上げます。 

さて、このような中、基幹産業の農業は比較的順調な生産に終わったと思います。 

しかし、１１月に町内の一部区域がジャガイモシロシストセンチュウの緊急防除

区域に指定され、その対策が進められています。 

今回の指定に対し９月１４日、対象区域に対し農林水産省から現地説明会があり

ました。 

その中で、これからの作付制限、収穫物の移動制限等の説明を受け、大まかなこ

とは理解でき、概ねその方向で進むことに同意をみました。 

また、網走区域へ出作している農家は、昨年から同様の説明を受けています。 

しかしこの秋に至り、一部９月１４日の説明とは異なり、加工バレイショの移動

が認められず、廃棄処分に至る結果が生じました。 

また、このことは来年も同じ方向で進むという知らせが来ており、区域内でバレ

イショ以外の根物の野菜、また、網走地区へ出作をしている農家を含み、来年の営

農計画樹立に大きな影響をもたらしてきています。 

このことから今回、私は今までの経緯を確認しながら、この問題が大空町の農家

にきちっと理解され、影響を受ける農家を少なくできるように、行政からの関わり

を求めて、一般質問を行いたいと思います。 

第１回目の質問に入ります。 

１番目、今年１１月に西倉区域は緊急防除区域に指定されました。その経緯につ

いて伺いたい。 

また、区域全体の面積と実際に感染が確認された面積を伺いたい。 

２点目、網走、東藻琴区域の農家でシロシストセンチュウに感染している畑は確

認されているか伺いたい。 

また、感染が確認されている網走市への出作の面積と、そのうち東藻琴の農家が

耕作している畑で感染が確認しているかも伺いたい。 

３点目、現在進めている対策と今後取る予定について、今伝えられる範囲で伺い

たい。 

以上３点を１回目の質問とし、町長に伺いたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 
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◇町  長 原本議員の一般質問に御答弁を申し上げてまいりたいと存じます。 

ジャガイモシロシストセンチュウについてのことでございます。 

西倉区域が緊急防除区域に指定された経緯、そして全体の面積と感染が確認され

た面積についてでございます。 

ジャガイモシロシストセンチュウは、平成２７年８月に網走市２区域において国

内で初めて確認され、その後９区域でも確認されました。国は、この１１区域につ

いて緊急防除区域に指定し、土壌消毒や対抗植物の植栽など緊急防除が実施されて

おります。 

本年３月、国の有識者会議において、指定区域に隣接する大空町東藻琴西倉区域、

大進区域において土壌調査を実施することが決定されたところでございます。 

調査はバレイショ生産履歴がある全ての圃場を対象に５月に実施され、東藻琴西

倉区域の圃場でジャガイモシロシストセンチュウが確認されたとの報告を９月に受

けたところでございます。 

西倉区域につきましては、緊急防除区域として１０月４日に告示され、平成２９

年１１月３日から平成３２年３月３１日までの期間は、移動制限など緊急防除措置

が講じられます。発生が確認された圃場は、来年春にトマト野生種など対抗植物を

植えることとなります。 

西倉区域では、地域全体の面積は７８９．６ヘクタールでございますが、１２６

圃場３４６ヘクタールを調査いたしました。その結果、２圃場２．１６ヘクタール

でジャガイモシロシストセンチュウが確認されたところであります。 

発生圃場は個人情報や風評被害の懸念から、国から公表されておりませんけれど

も、東藻琴区域の農家所有地で、確認されている圃場はございません。 

網走市緊急防除区域へ東藻琴区域の農家で出作をされている方が数名いらっしゃ

いますが、この方々の圃場についても感染している圃場はないと承知しております。 

次に、現在進められている対策と今後の予定でございます。 

蔓延防止対策につきましては、法に基づき、国が主体となり防疫を実施していく

こととなります。 

町は、以前から組織しておりますジャガイモシストセンチュウ連絡協議会におき

まして、現防止対策につきまして協議をいたしております。 

周知啓発といたしまして、緊急防除区域内では、ＪＡオホーツク網走が侵入防止、

拡散防止のための看板を設置しております。また、指定区域以外では、町が町内各

所に圃場への立入禁止看板を１１月に設置させていただいたところであります。 

また、町では、ポスターやチラシ、パンフレットを現在作成中でございます。 

年が明けまして１月中旬にはポスターが、また２月末までにはパンフレットや町

民向けのチラシなどができ上がってくる予定でおりますので、各施設へ配置すると



１９ 

 

ともに、町民の方々、さらには地域以外の方、さらに外国人の方なども出入りする

機会がありますので、そういった方々を含めて広く周知をしていく必要があろうと

思っております。そのため、観光客向けのパンフレットなどにつきましては、日本

語のほか、英語、中国語、韓国語で作成することといたしております。 

発生圃場防除は、北海道が具体的に実施することとなっており、来年度は対抗植

物であるハリナスビを作付する予定でございます。 

また、ＪＡオホーツク網走では、作業機械に付着した土壌を洗い流すための移動

式洗浄機器の貸し出しを今後行なう予定となっております。 

国に対しましては、早急な抵抗性品種の開発、そして蔓延防止対策、根絶に向け

た緊急防除、私どもとしてもお願いをしているところでございます。 

発生地域における蔓延防止対策はもちろんでございますが、周辺地域における侵

入防止も必要と考えてございます。 

現在はこの指定区域以外では、国の支援というものが受けられない、対策措置が

講じられないということになっておりますが、周辺地域も含めて、対策が必要では

ないかと考えておりまして、こういった内容につきましては、国の支援を受けられ

るように要請をしているところでもございます。 

町といたしましては、バレイショが継続して安定的に生産ができるように、農業

者の皆さんの不安を解消できるように、自らの対策と、そして国道への要請に取り

組んでまいりたいと考えているところでございます。 

今後も各般から御指導賜りますようにお願いを申し上げたいと存じます。 

 

◇議  長 ３番 原本議員。 

 

◇原本議員 今、町長から答えていただきましたが、この問題は、重要病害虫の対策

という大変難しい問題を抱えています。 

その中で、今後のことについてなんですが、１回目の質問で述べたように、この

西倉区域、それから網走の１１地区を含めていろんな制限を設けています。 

東藻琴高校も、確か今年馬鈴薯を廃棄処分をしたと思います。 

また、野菜を作っている農家、根物野菜を作っている農家も、来年西倉、から回

避して他の区域で何とか作ろうとしています。 

また、私たちの所属する加工馬鈴薯組合も、この区域に２６ヘクタールの作付面

積を予定しているんですけども、そこを無理して輪作をずらしても１３ヘクタール

までしか回避できないという事実があります。 

このことを来年無理してやったとしても、再来年は、この影響で逆にもっといろ

んな面積の困難さがでてきます。 

緊急防除区域、先ほど町長の回答の中で３２年という括りでしたけれども、その
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３２年に解除されるという保証は何もないと思います。 

農林水産省は、緊急防除をして、ハリナスビ、それから土壌洗浄、いろんなこと

をやった中で、次の検査をしてその時点で確認がされなかったら緊急防除を解除し

ていけるんではないかという形をとっていると思います。 

それで今回、私がこの一般質問をして言いたいことは、オホーツク網走農協で今、

過去においてずっと圃場１枚について５カ所の土を採って、シストセンチュウの検

査をしてきました。 

今回、農林水産省の検査は八歩幅法、約５メートルに１回所ずつ土を採って、畑

全部の土を採った中の検査をしています。それでかなり精度は高い検査だと思って

います。 

その検査が既に２７年８月に発生が確認されてから２年数カ月が経っている中で、

先ほど町長が言った最後は大進区域、西倉区域だったんですけども、字区域の検査

は終了しています。 

検査によって、発生圃場の確認も特定されてきました。 

今回のいろんな問題を考えると、もうその発生圃場が確認できている中で、さら

にこの緊急防除区域を進めることによって、感染が確認されない畑、物理的にも環

境的にも問題のない畑も、その感染区域に指定されたおかげで作付制限を受けてい

ます。 

それらのことを何とか緊急防除区域から外していかないと、先ほど言った、ここ

で野菜を作ったり、加工馬鈴薯を作ったりしている農家が作付できないことが続い

て、今後の営農に差し障りがあるようになると思うのです。 

それで何とかその対策を町としても、働き掛けていただきたい。 

これが今回の質問の意味なので、町長にその辺で、町としてどういうことを働き

掛けていけるかをお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 国は法に基づきまして発生圃場を含む大字を緊急防除区域として指定す

るという仕組みになっております。 

そのために、今回、先ほど言いました限定的な圃場ではありますけれども、西倉

区域全体が指定されたという状況でございます。 

指定された期間は、平成３２年３月末までということで、この期間内に対策が講

じられまして、その発生が確認されて、その後確認されていなければ、指定解除と

なるわけでありますけども、今議員が御指摘いただいたように、その保証というも

のは確実なものではないと、そのように思ってございます。 

そのため、指定された期間、区域内では作物によっては、検査が必要であったり、
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発生圃場以外でも移動制限など、制約を受けるということで、地域の農業において

は大きな影響を受けているのが実態でございます。 

指定区域の見直し、指定のあり方ということについて、地元の考え方というもの

をしっかりとまとめていかなければならないと思っております。 

この考え方は私どもの町だけではなくて、現在発生が確認されております網走市

とともに、地元の意向ということで、まず考え方をまとめなければなりませんし、

その考え方が、農業者団体やその他の業者の方々からも賛同いただける内容にして

いかなければならないと、そのように考えているところでございます。 

しかし、今までは、そうやって広域でこのことを議論するという組織もございま

せんでした。 

また、国からいろいろな情報が農家の方々に直接寄せられるというときもありま

したけれども、場合によっては行政機関である私どもが承知しない中で、国から北

海道もしくは国から直接ＪＡや農業者の方々にという今までの連絡体系などもあり、

大変地元として混乱をしていたところもございます。 

そのため、先月、私は北海道に出向いたときに、地元としてこういったものの情

報を一元化して、そして地元の意向をしっかりと議論をしながら、さらにそのこと

を北海道や国に対して、また関係機関に伝えていく、そういう連絡組織、そういっ

たものの創設が必要だと、そのことについて、ぜひ北海道のお力を借りたいと、そ

のことを申し伝えてきたところであります。 

そういったことから、今般、オホーツク総合振興局におきまして、大空町や網走

市を含めた行政機関、農業団体、試験研究機関、また関係機関の方々で構成いたし

ます対策会議を２９年１２月２７日に立ち上げるということで、初回の会議の連絡

が参っているところでございます。 

そういった機関の中で、情報の共有はもちろんでありますけれども、先ほど言い

ました蔓延防止の対策、そして今議員が御指摘をいただいたような指定区域の基準

の見直しに係る地元の考え方、そういったものをしっかりと議論をしてまとめ上げ

ると、そして、そのことを北海道なり国に発信をしていく、そういう努力をしてい

かなければならないのではないかと考えてございます。 

今までは網走市での１１件ということで、行政機関として直接、大空町として発

言をしたり、行動を起こすということが難しい状況にありましたけれども、私ども

の地域のことにもなってまいりました。 

そのため、私ども行政といたしましても、このことは地域の農業者の方々、そし

て、各方面の方々のお力添えもいただきながら解決に向けて汗をかいてまいりたい

と、そのように考えているところでございます。 

今言われました内容などについても、この会議の中で、議論をさせていただきな

がら、いろんな方の御意見をいただいて、地域の総意として、国に対して要請でき
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るように努力をしてまいりたいと考えているところでございます。 

 

◇議  長 ３番 原本議員。 

 

◇原本議員 どうも有難うございました。 

最後にこの問題が迅速で安全に、そして農家経営への影響が少なくなる方向で進

むことを願います。 

もし、現状のままであるとしたら、これから何らかの対策もしていただかないと、

農家経済、関連農家の経営が行き詰まっていきますので、何とか含みを持った中で

お願いしたいと思います。 

また、防除区域にある農家は、今回の重要病害虫対策の意味をきちんと理解して

いると思います。一日でも早く安全なところから指定区域解除が進むことを願い、

また、町としても取り組んでいただくことをお願いして、今回の一般質問を終わり

たいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 ありがとうございました。 

この問題につきましては、いろいろな規制、制限というものが法律によって決め

られておりますけれども、その制限や制約といったものが、本質としては正しいの

かどうかという議論が一つあろうかと思います。 

本当に大字をして指定するということの正確性と言いましょうか、正しいかどう

か、先ほど言われたように精度の高い調査をやっているのであれば、もっと限定的

な地域にすることということも、今の科学力の中では可能なのではないか、そうい

うことも議論をして、また訴えていかなければならないと思います。 

また、私はこの問題で難しいのは、単にその法律だとか、行政機関だけではなく

て、農業者、農業団体とそれ以外の団体の方々、環境を含めたその他の産業の方々

との相互の理解というものが必要ではないかと、そのように思っております。 

また、同じ農業に携わる方々においても、例えば農協というような組織がありま

す。その農協間の意思疎通というものも大変重要になってくるかと思っております。 

さらにもっと細かく言えば、同じ農協組織に加入する方々であっても、農業者同

志の理解というものも必要ではないか、ある意味それは法律の規制や何かを超えた

ところで、理解が得られなければ物事が進まないということが過去においてもいろ

いろございました。そういうところの理解を進めるということも私ども側の役割で

はないかなと思っております。 

この問題につきましては、誰もと言いましょうか、誰かを被害者にして、特定を
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して何かをするということではなく、地域全体が、また日本全体がこれに対する被

害者でもあるというふうにも考えておりますし、また、１人の傍観者を作ってもい

けないと、そのように思っております。 

私は関係ないとか、私自身に火の粉が掛らなければということではなくて、地域

全体、農業全体の問題として取り組んでいかなければならないのではないか、そう

いう意識を醸成させていく、そのことにも大きなエネルギーを使っていかなければ

ならないと、そのように考えるところでございます。 

私どもだけの力では、なかなか微力ではありますけれども、先ほど言いましたよ

うに、各関係機関や団体が相互に議論をする場というものができるということであ

ります。大勢の方々の理解をいただいた中で、この問題に取り組んでまいりたいと

考えておりますので、今後とも御指導いただきますようにお願いを申し上げたいと

存じます。 

ありがとうございました。 

 

◇議  長 これにて原本哲己議員の一般質問を終了します。 

次に、６番 松田信行議員の一般質問を許します。 

 

◇松田議員 平成２９年第４回大空町議会定例会において、通告書に従い一般質問を

行いたいと思います。 

早速１点目、地域福祉の推進の観点から質問をさせていただきたいと思います。 

高齢化や障害などによって自家用車を運転できなくなり、自由に外出が出来なく

なる人が増えて行く中で、生きがいなどを持って、自立した生活を送るための交通

手段が必要とされる中で、持続可能な交通ネットシステムの構築が求められます。 

そこで、質問項目１点目、高齢者等移動支援について伺います。 

本町において、高齢者や要介護者、要支援者を含めます重度の心身障害のある方

の外出機会の創出、生きがいづくり、買物などを支援するために福祉タクシー、外

出支援タクシー、福祉有償運送、スクールバスの混乗、患者輸送バス等が実施され

ていますが、各事業のこれまでの利用状況及び事業評価について伺いたいと思いま

す。 

続いて質問項目２点目、大空町の新しい高校づくりについてお伺いします。 

近年、少子化の影響に伴って、本町においても入学者の減少が続いています。 

また、近隣の市町においても再編、統合、５間口の減、閉校という状況の中で、

各高校においては、女子高校における男女共学や進学に向けての独自のカリキュラ

ムの構築など、魅力ある高校づくりに取り組まれていますが、そこで、小項目１点

目、新しい高校づくりについて、これまでの経過等、審議上の方針内容についての

教育委員会の考え方及び今後のスケジュールと取り組みを伺います。 
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小項目２点目、町としてこれまでのふれあいトークでの意見や教育委員会の方針

内容を踏まえ、新しい高校づくりについての考え方を伺います。 

以上、１回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 松田議員の一般質問の高齢者等移動支援について御答弁を申し上げます。 

平成２８年度の実績を説明させていただきたいと存じます。 

福祉タクシー券の交付事業でございます。対象者は１，４４６人、交付人数は９

９５人、交付率は６８．８％、利用率につきましては、５５.３％でございます。利

用額、これは助成額でございますが、３９７万９，０００円となっております。 

次に、外出支援タクシー券交付事業でございます。 

対象者は同じく１，４４６人、交付人数は９９３人、交付率は６８．７％、利用

率は２２．４％、利用額につきましては、助成額でありますが２４１万６，０００

円となっております。 

福祉有償運送は、登録団体が４団体、実利用者は２６３人、運送延回数は１，３

９４回でございます。 

患者輸送バス運行事業は、運行日数が２８９日、利用者は１，２８２人でござい

ますので、１日平均４．４人でございます。 

スクールバスの混乗について、対象者は全町民でございますが、具体的な人数は

把握しておりません。ただ聞き取りでは、１路線について１日１人から２人程度と

いう状況でございます。 

地域間バスでございます。運行日は２４１日、利用人員は２３９人ですので、１

日当たり平均は１．０人です。月平均で１９．９人となってございます。 

ただ、２８年度の実績ではそうなっておりますけれども、２９年度は１１月末現

在で月平均で３５．９人と、先ほどの１９．９人からは大幅に増えております。 

女満別中央病院への入院患者の見舞いに使われているという話も聞いております

し、また、ＪＲ女満別駅まで乗車をされて、その後、北見市内の病院へ通院してい

いる方もいらっしゃるようでございます。 

タクシー券の年代別交付状況を調べてみました。 

７５歳から７９歳で６６．７％、８０歳から８４歳は７７．４％、８５歳から８

９歳は７９．７％、９０歳以上は、５６．９％でございます。 

７５歳から７９歳の方は、運転する方も多いと思われます。また、９０歳以上は

入院や施設入所、外出機会が少ないなどの理由により、交付率が低いものと思われ

ます。 

交付を受けた方からの声を御紹介したいと思いますが、車の運転はできるんです
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けれども、いつ使うかわからない。それであっても、冬季間の運転に自信が無いな

ど、そういった理由で万が一のためにと申請される方もいらっしゃるようでござい

ます。 

御自身で移動手段を確保されている、また、家族による送迎やスクールバス、患

者輸送バス、地域間バスなど、さまざまな手段を使って、選ばれて御利用いただい

ている状況があろうかと思ってございます。 

町の移動支援というものは述べたとおりでございますけれども、このほか女満別

中央病院が運行する患者輸送の送迎バスもございます。さらに、ＪＲでありますと

か路線バスなどもございます。 

個人の方々がそれぞれ総合的、有機的に組み合わせていただいて活用をいただく

と、そういった取り組みをしていただければ大変ありがたいと思っているところで

ございます。 

以上、高齢者移動支援事業についての実績について御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 松田議員からの一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

新しい高校づくりにおける、これまでの経過と新しいビジョン、また今後のスケ

ジュールも含めまして教育委員会の考え方について、御答弁を申し上げたいと存じ

ます。 

まず最初に、これまでの経過についてでございますが、大空町の新しい高校づく

りについては、町内の中学校及び高校のＰＴＡや同窓会、振興協議会の役員の方々

で構成されています。 

大空町の高等学校教育を考える協議会を検討母体として、本町の高等学校教育の

あるべき姿について議論を重ねてまいりました。 

昨年１１月に開催いたしました町民説明会において、新しい高校づくりの原案に

対する御意見をいただき、本年２月に協議会において、町内に２校ある高校を発展

的に１校に統合するとした新しい高校における７つの方針というものを導き出した

ところでございます。 

その後３月に町民説明会を開催し、７つの方針について町民の皆様に理解を求め

たところでありますが、総合学科の内容や二つの校舎の活用における質問が寄せら

れるとともに、方針内容の詳細や目的が十分に浸透されていないといった面もあり、

一部の町民の方々から不安な面があり、納得できないとの御意見があり、同意を得

るということができませんでした。 

そのような状況を踏まえ、教育委員会として慎重に進めるべきとの判断に立ち、

意見を異にする方々と話し合いの場を持つことといたしました。 
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その後５月に、東藻琴高校を存続させる会が設立され、町長及び教育委員会宛に、

東藻琴高校存続の要請書の提出があったところでございます。 

一方、教育委員会の取り組みとして、新しい高校の７つの方針について町民の皆

様に理解を深めていただくため、継続して町広報による周知や出前による説明会を

開催してまいりました。 

出前説明会の際にも自治会女性部や両区域自治会長の皆様などから、７つの方針

の内容における疑問点などについて、御指摘をいただいたところでもございます。 

そのような経過を踏まえまして、教育委員会として再検討が必要と考えて、７つ

の方針の範疇の中で論点整理や検証分析を行い、またそれぞれに考察を加えた上で、

新しい高校のビジョンというものを新たに作成することといたしました。 

ビジョンの作成に当たっては、道内先進地の高校へ赴き現場の先生方にお話を伺

ったり、大学教授を初め私立高校の校長先生、国や北海道など多くの教育専門家の

アドバイスもいただきました。 

また、新しい大学入試制度改革への対応や高大接続を想定し東京農業大学との協

議も並行して行ってきたところでございます。 

さらに、町内の小中学校の保護者の皆様に対しアンケート調査を実施させていた

だきましたところ、本ビジョンについて高い関心を持っていただける、そのような

結果となりました。 

１１月には全国で高校の魅力化プロジェクトに係わっておられる北陸大学藤岡教

授による講演会を開催し、町民の皆様に全国の高校の先進的な取り組み事例や今後

の大学入試制度改革の見通しなどについて、理解を深めていただく機会を設けたと

ころでございます。 

その後、１２月に入りましてから新たな高校ビジョンの内容説明を目的とした、

町内小中学校の保護者に対する説明会や町民説明会を開催させていただくとともに、

東藻琴高校を存続させる会総会にも出席をさせていただき、詳細について説明をさ

せていただいたところでございます。 

次に、新しい高校のビジョンの内容についてでございますが、新しいビジョンは、

大空町の基幹産業である農業を基軸にした学校として学習と実践を繰り返し、本町

の産業やさまざまな分野における担い手を育成する高校であることをコンセプトと

しております。 

新しい高校は、町立の全日制の総合学科として、系列数も先進事例に倣い、スタ

ート時は１間口２系列程度に絞り込むこととしております。 

校舎の活用方法については、極力生徒や教員に負担が掛からないことや、農業基

軸とした教育を前提としてハウスや圃場、加工施設など農業施設の整った東藻琴校

舎において主な授業を行い、女満別校舎では実践型の授業を展開することとしたと

ころでございます。 
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特に、女満別校舎に関しては、新しい高校と東京農業大学との接続を視野に入れ

たことから、大学からの距離や施設規模の優位性から学生との共同研究や大学教授

によるキャリア教育を実践するなど、今後の高校の教育に必要とされる実践型、か

つ探求型の授業を行うことで、教育の質をさらに高め、充実したカリキュラムにな

ることを想定したものとなっています。 

また、全国でも実績のある高校魅力化プロジェクトの導入も検討しておりまして、

公設塾や教育寮の設置によって、生徒の個別学力の向上やリーダーシップなどを育

む教育を展開してまいりたいと思っております。 

次に、教育委員会の考え方と今後のスケジュールについてでございますが、新し

い高校づくりに当たっては、これまでさまざまな観点や視点から、町民の皆様に御

意見をいただき、議論を重ねてまいりました。大空町に高校なくすべきではないと

いった町民の皆様の強い意向を教育委員会としてもしっかりと受け止めるとともに、

大空町の子どもたちのため、将来不安を抱かせることのないよう、最高の教育環境

を整えることが私どもに課せられた役割であると、再認識したところでございます。 

先ほどの説明にありましたように、この度教育委員会として新しい高校づくりの

７つの方針に加え、より具体的な新しい高校像を示した高校ビジョンというものを

策定いたしました。今後予測不能な社会において、自らの力でたくましく未来を切

り開いていける、新しい高校はそのような人材を育てられる高校になるものと確信

しております。 

保護者説明会の場面においても非常に高い関心を寄せていただくとともに、自身

の子どもが新しい高校に入学できるよう早く進めて欲しいとの御意見もいただきま

した。 

そのようなことから、新しい高校づくりは急務と考え、教育委員会として７つの

方針及び高校ビジョンに基づく準備作業に今後邁進してまいりたいと、そのように

考えてございます。 

また、引き続き町広報やホームページでの高校ビジョンの周知や出前説明会など

も開催しながら、さらに、町民の皆様に高校づくりの内容について、御理解いただ

けるよう努力してまいりたいと考えております。 

以上、御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 新しい高校づくりについては、町の考え方ということで、私にも一般質

問をいただきましたので、私の考え方などについて、御答弁をさせていただきたい

と存じます。 

高等学校再編という課題につきましては、早くから教育委員会に議論をお願いし
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てきたところでありますけれども、具体化した、また、本格化したのは、平成２７

年からだったと思っております。 

アンケート調査の実施でありますとか、町政懇談会での報告、高等学校教育を考

える協議会での議論、教育委員皆さんによる協議、町民との懇談会・説明会・講演

会など、教育委員会として今日までさまざまな取り組みを行い、協力や理解をいた

だく努力をされてきたものと思っております。 

私の役割はさまざまな立場の考えや、より多くの町民からの意見を聞き、まちの

将来を見据えて大空町にとってより良い選択ができるように、最終的に責任を持っ

て判断をすることだと思ってございます。 

１２月１１日、総合教育会議を開催をいたしました。 

その場におきまして、教育委員長より７つの方針と新ビジョンによる新しい高校

づくりに対する支援についてお願いを受けたところでございます。また、今後も出

前説明会や関係者との懇談など、町民の皆様に丁寧に説明していくと聞いてござい

ます。 

私といたしましては、それらを踏まえ、大空町や子どもたちにとって最良の選択

肢を示してまいりたいと、そのように考えているところでございます。 

以上でございます。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 それでは、まず１点目の高齢者等の移動支援についてですけれども、先

ほどこれまでの実績だとか、あとはその評価、聞かせていただきましたけれども、

これについては、世代がどんどん変わっていってもこのニーズというのはもう途切

れることはないと思います。 

各市町村においても、うちの町はどういう形式が妥当なのかと、デマンドが良い

のかと、いろいろ苦労している中で、今現在うちの町においては、こういう各事業

の中で取り進められております。 

今回の質問、私の１番申し上げたいところは、これら多種多様な事業をいかに限

られた財源の中で、効果的に進めていきたい、いただきたいと、そういう思いで質

問させていただきました。 

それで今現在、各事業の町民への周知の仕方を再度お伺いしたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 特に、福祉タクシー、外出支援タクシー、こういったものの使い方、さ

らには新しい制度でありますので、町民の方、まだまだ御存じない方がいらっしゃ
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るかと思います。 

そんな中で、周知方法といたしましては、該当する対象者の方々に３月の下旬に

直接文書、さらにはチラシなどで周知を行いまして、３月末からその申請の受け付

け、また、交付を行ってございます。といいますのも新しい年度に入ってから、す

ぐそういったものを御利用いただけるようにという配慮からでございます。 

交付の際に、福祉タクシーの使い方でありますとか、外出支援タクシーの使い方、

それらについては説明をさせていただいているところであります。 

また、御本人はもちろんでありますけども、御家族の方々にもＰＲしなければな

りませんので、ホームページでありますとか、さらには全戸配布しております生活

安心ガイドブックに掲載をさせていただく、そのほか老人クラブなどの研修会など

でも、そういったものの使い方について説明をさせていただいているところであり

ます。 

最近では、いろいろな使い方をされている方が多いようであります。 

複数人で、その利用券を使ってタクシーを呼ぶとかそういうこともありますし、

従来は駄目ですよと言っていたものを拡充して家族間で、お父さんとお母さん両方

の交付を受けた中で、必ずしも９枚９枚ではなくて、お使いいただくのはお父さん

が例えば１０数枚使って、お母さんが何枚とか、家族間での相互利用ということも

可能にしてございます。 

さらに、福祉タクシー券と外出タクシー券、近距離でいいますと主に福祉タクシ

ー券を使われ、遠距離では外出支援タクシーを使われるということでありますけれ

ども、外出支援タクシーの場合は初乗り運賃があります。 

さらに、福祉タクシー券でありますと初乗り運賃を超えた分の料金が掛かるとい

うことで、この両方を併用して使われるという場合も増えているようであります。 

それぞれの制度の内容をそれぞれの方々が了解をしながら、そういった多様な使

い方、工夫もされながら御利用いただいているものと思ってございます。 

そういった中で、そのようなことなどについても、この直接交付するときの説明

の中に加えながら、より利便性の高い利用となるように努めてまいっているところ

でございます。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 本当に、私も思うんですけども、周知の方法として、窓口に特にその福

祉タクシー券、外出支援タクシー、交付のときにいらっしゃるでしょう。 

その方については、この福祉タクシーと外出支援タクシーの説明はしている。こ

の必要性は私は続けると思うんですけども、もう一工夫、今町長の答弁がありまし

たけれども、もし仮に夏、冬、いろんな時期で可能であれば、そういったバスの混
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乗やタクシー券だけでは足りないという声も当然出てくるんだと思います。 

そのときにはやはり今言ったように、いろいろな手段を網羅させて網から抜けな

いような効率的な使い方、こういう福祉輸送、患者輸送もありますよ、バスも走ら

せてますよ、券が足りなかったら、自分の生活ベースに合った使い方っていうのも、

今一度、これは窓口に来たときに、そういう使い方もあるんですよと、町長のおっ

しゃるとおりだと思います。 

そういうことを徹底して周知に努めて欲しいと、そのことによってまた町民との

コミュニケーション、いろんなお話を聞かせてくれる場面もあるんだろうと思いま

すから、そういう機会はきちっと大事にして欲しいと思います。 

それともう数年経っています。当初これを運行するときは、いろいろ試行運転だ

とか、アンケート調査なりをしての開始ということで、ここ数年経つとやっぱり先

ほど言ったように利用者は年々変わってきます。 

本当に利用者、対象者、この方々は、今のこの使い方について、どう思っている

のか。 

実際に使われる方は、私いろいろ地域を見て、数少ない機会ですけども、地域に

行って、足りないという人もいれば、十分だという人もいる。またその地域によっ

て違う。 

だからそういうことも含めて、今一度、利用者を対象にしたアンケートを実施し、

より効率的な交通システムの構築に向けて、取り組んでいただきたい。そんなふう

に考えておりますけれども、所見をお伺いしたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 トータルで説明するということの大切さというのは、御指摘のとおりか

と思います。 

単にこの制度については、こうだ、別の制度はこうだではなくて、その相互利用、

スクールバスもあれば福祉有償運送、福祉タクシーも外出支援タクシーもあって、

患者輸送バスもある、路線バスやＪＲもある、さまざまなものをトータルとして提

供して説明して、その中で御自分に合った、もしくはそれらを輻輳して御利用いた

だくということにつなげていく努力というのも、制度を設計している私ども町とし

ての、提供する側としての役割ではないかと思っております。そういう説明ができ

るように努めてまいりたいと思ってございます。 

また、その利用者のニーズ、確かに言われるように変わってきている部分もあろ

うかと思います。 

この制度が例えば福祉タクシーで言いますと、女満別町時代の昭和６３年にスタ

ートをしております。今からおおよそ３０年近く前になります。その時代、御高齢
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の方々で車の免許を持ってらっしゃる方というのは今よりも少なかった時代ではな

いかと、そのように思います。 

しかし、現在交付させていただいている方々の年齢層の中でも、多くの方が車の

免許を持っていらっしゃる時代でもございます。 

また一方で、公共交通機関は当時から見ると、随分と脆弱になってきている部分

があるのではないかと、そのようにも考えております。 

とりわけ、外出支援タクシーなどは、その制度をスタートさせるときに、デマン

ド交通の実証実験をやりながら、さらにアンケートもいただいて、現在の制度にな

っておりますけれども、福祉タクシーについては、私の記憶する限りでは、その利

用者ニーズの把握というところで改めて集約をしたことがないように思っておりま

す。そういったものを中心に、実際に御利用されている方々の声というのも今後、

取りまとめてみたいと思います。 

あわせてそのことについて、さらにはその以外の交通体系について、いろいろな

意見も出てくるのではないかと思っておりますので、そういうアンケート調査とい

いましょうか、需要のニーズ調査、そういったものをさせていただいた中で、今後

こういった制度がより有効に町民の皆様に活用できるように努力をしてまいりたい

と思います。 

その節には、またいろいろな御指摘などをいただければありがたいと思っており

ますので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 高齢者移動支援についての質問は終わりたいと思います。 

 

◇議  長 松田信行議員の一般質問中ですが、ここで昼食のため休憩します。 

再開は午後１時といたします。 

 

（休憩 午前１１時５４分） 

（再開 午後０１時００分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第５ 松田信行議員の一般質問を続けます。 

６番 松田議員。 

 

◇松田議員 休憩を挟みましたので、質問が重複したら御理解願いたいと思います。 

新しい高校づくりについて、何点かお伺いしたいと思います。 
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今回、教育委員会が出しました７つの柱、それから新ビジョンこれを説明受けた

ところですけども、やはりここはやっぱり主眼として私は、子どもが行ってみたい、

また地域が誇りに思える、そういう高校を狙っているんだろうなと、そんなふうに

思っていますけども、それを踏まえて、もう一度再質問したいと思います。 

このビジョン、の中身を見たときに、私は重要なポイントは二つあるんだろうな

と思います。 

その一つは、公設塾です。もう一つは、東京農業大学との連携、これが重点ポイ

ントなのかなと、私は理解しています。 

そこで質問をさせていただきたいと思います。 

教委委員会お願いします。今言いました新ビジョンの重点ポイントの公設塾、先

ほど説明もありましたけど、もう少し具体的に、ここは重要なポイントとなると思

いますので、公設塾の設置についての考え方をいま一度お伺いしたいと思います。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 お答えを申し上げたいと思います。 

新しい高校づくりのビジョンは、７つの方針の踏み込んだ検証の反映と新しいタ

イプの教育への展望を示したものでございます。 

そのビジョンの中に高校魅力化プロジェクトという項目がありますが、これは島

根県隠岐島前高校をモデルとした、全国でも実績のあるプロジェクトの導入という

ものを検討することとしたものでございます。 

この高校魅力化プロジェクトとは、学校と今言われました公設塾、また教育寮と

いった三つをリンクさせ、地域の魅力や課題を生徒が見出し、解決方法を考え実践

する仕組みとなっているものでございます。 

学校ではカリキュラム改革を行い、公設塾では個々の学力を向上させ、また、教

育寮では協調性を養うことで、課題を見つけ解決する能力を育てるとともに、生徒

は地域への理解を深め、地域の一員として活動する、活躍することの充実感や、ま

た、達成感を得ることができるといったものでございます。 

こうした取り組みは、全国各地で実績を伸ばしておりまして、道内では利尻高校

や白糠高校、夕張高校でも導入を行っております。 

とりわけ公設塾については、一人一人の習熟度と能力に合わせた、いわゆる進路

実現のための学力向上対策という一つの柱と、もう一つは、自ら課題を発見し解決

する能力、そういったものを講師などからの指導を受けながら力を蓄えていくと、

社会で通用する力を卒業までに身に付けるといったところに公設熟の意味合いとい

うものを持たせているところでございます。 

大空町の新しい高校づくりにおけるこの魅力化プロジェクトの可能性については、
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本町が今後取り組むこの高校のカリキュラムというものはゼロベースから検討して

いけるということ、さらには大空町には多くの町民の皆さんが応援してくださると

いう基盤があることだと思っています。 

公設塾の設置については、今後、保護者から見れば、また、生徒たちから見れば、

個別の学力を向上させるのに大きな効果をもたらすものであり、また新しい大学の

入試制度への対応も可能になるのではないかという期待を皆さんから持っていただ

けるものではないかなというようにも考えております。 

具体的なこの公設塾の内容の詰めにつきましては、財源的なものも含めまして、

今後の準備段階の中で検討が進められていくということになっているところでござ

います。 

以上、御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 この公設塾、今教育長の方から説明がありましたけれども、ここは多分

目玉となると思いますので、しっかりと取り組んでいただきたいと思いますけれど

も、この７つの柱の中の開校に向けて、お伺いしたいと思うんですけども、平成３

３年ということですけれども、それを目途とするならば、今２９年ですから、もう

残された時間は限られていますけども、冒頭、申し上げましたようにやっぱり地域

の理解ということで考えれば、今後進める中で、町民の関わり方、これは専門的な

分野で、有識者の中で進められると思うのですけれども、やっぱり、今後、町民の

関わりを抜きにしては、なかなか難しい部分も、周知という部分、理解される部分

を考えたときに、そこの必要性が出てくるんだろうと思いますけど、教育長はどう

いうふうにお考えか、所見を伺いたいと思います。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 新しい高校の運営でありますとか、準備段階での住民の皆さんの参画と

いった視点での御質問ではなかったかなと思っております。 

教育委員会としては、これまでの小・中学校の保護者のアンケート結果などを踏

まえますと、非常に高い関心の割合というものをいただきましたし、また、さまざ

まな肯定的な意見や建設的な意見というものも保護者の皆さんや、あるいは町民説

明会などでもいただけたと、そのように思っております。 

今後、開校に向けた準備作業に当たっては、できるだけ早く着手していくことが

重要ではないかなと、そのように思っておりますし、また先ほどの御答弁でも申し

上げましたように引き続き、町広報などを通じて、町民の皆様にビジョンの内容を
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お伝えしていくとともに、年度内については出前説明会なども継続開催をしながら、

一層の住民の皆さんの理解を深めていくよう努めていく所存でもございます。 

また、これまで新しい高校の開校時期については、７つの方針の中で、平成３２

年を目途にしていたところでありますけれども、方針の再検証や新ビジョンの作成

に時間を要したことや、今後、開校までに必要となる準備期間を考慮いたしますと、

道教委との協議が前提とはなりますけれども、当初の方針を変更し、平成３３年の

開校を目途に準備を進めてまいりたいと考えているところでございます。 

また、準備段階に進んだ際には、新しい高校における学校経営の住民参画や、生

徒たちに対する大空町ならではの充実した高校生活のメニュー創設などのため、多

くの地域の皆様や地元事業所などに係わっていただくとともに、支援をしていただ

ける仕組みづくりというものも、あわせて取り組んでまいりたいと、そのように考

えているところでございます。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 これまでも、ここに至るまで、先ほど説明の中にもありましたけども、

アンケートを含め、それから出前講座、講演、懇談会、数々開催されておりますけ

ども、ただやっぱりこの参加人数一つとっても、まだまだ、少ないような気がしま

す。 

今後に向けても今教育長が言ったように、住民との関わり、周知について努めて

いただきたいと申し上げて、教育委員会には積極的に取り組んでいただければなと

思います。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 今後の限られた時間かもしれませんけども、積極的に住民の皆さんに、

このビジョンの内容のすばらしさについて、ぜひ訴えかけていきたいなと思ってお

ります。 

少子化という大きな波が押し寄せる中、大事なものは守りつつ、新しいことや変

えることは大胆にやっていかなければ、我が町に高校を残すことは難しいと思って

おります。 

また、将来とも大空町の子どもたちに質の高い高等学校教育を残してあげること

が、今いる私どもの責任でもあると、そのようにも思っております。 

教育委員会として未来ある大空町の子どもたちのため、強い信念と覚悟をもって、

全国に誇れる魅力ある高校づくりを進めてまいりたいと考えておりますので、今後

とも御指導賜りますようよろしくお願いをいたします。 
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◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 教育委員会に続きまして、今度はちょっと、町の方に質問を何点かさせ

ていただきたいと思います。 

私冒頭この再質問の前に、このポイントは公設塾、それから農大との連携という

ことを申し上げさせていただきました。 

そこで二つ目のポイントであります農大との連携について、町にお伺いしたいと

思います。 

これ平成２８年でしたか、正式名称はちょっと定かではないんですけれども、確

か農大との連携協定なるものを結んでいたかのように思います。 

それらを含めて、今回こういう教育の部分でも、農大との連携を出されたもので

すから、町として農大との連携、これについてお考えがあれば伺いたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 東京農業大学とは、平成２８年５月に包括連携協定というものを結んで

ございます。協定には地域活性化に寄与する人材育成も謳われております。 

しかし、具体的な取り組みというところまでは、その時点では示されておりませ

んでした。その後、私からは東京農大に出向きまして、町としての連携協定の具体

的な案といたしまして、二つの提案をさせていただいたところであります。 

その一つが、今回の新しい大空町としての高校と東京農業大学との連携、接続の

あり方ということでございます。 

女満別高等学校の校舎は、東京農業大学と車の時間距離で言いますと約１０分程

度の距離にあります。 

そんな中で、大学と高校における協働の研究施設としての活用、そういったこと

をすることができないだろうか、今後はそういったことについて協議をしてまいり

たいということで、東京農業大学幹部の方々とお話をさせていただいているところ

でございます。 

もう１点がございますけれども、これは高校のこととも関わりますけれども、全

体的なまちづくりにも係わってまいります。 

これは住吉区域に５０３ヘクタールございます網走刑務所の作業所用地、この活

用についてでございます。現在この用地につきましては、法務省が所管するもので

ございますが、法務省と協議の中で、地域と協働して開拓型のフィールドワークと

して活用することができないだろうか。そんな検討を進めさせていただいておりま

す。 
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その中で東京農業大学のノウハウもいただきたいものと、こういったことの御提

案もさせていただいているところでございます。 

大学と行政と言われている私ども行政機関、さらに、町民の方、そして高校や民

間の企業の方々、そういったものも加わって、住吉の現在の刑務所作業所用地、こ

の活用を図って行く、お互いにそういったことで協働することによって、新たな地

域活性化の展望が広がるのではないかと考えております。 

新しい高校づくりにおける東京農業大学との高大接続という考え方、そして高等

学校の教育の充実、さらには地域の活性化、もう一つ言えば地方創生ということで、

この東京農業大学との包括連携を一つの基軸としながら、私どもの町の可能性とい

うものを広げてまいりたい。そこに可能性があるものと信じているところでござい

ます。 

そんな中で、今回の高等学校の問題も含めながら、さまざまな御協議をさせてい

ただこうと考えているところでございます。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 町としての東京農大との連携、町長の思いは聞かせていただきました。 

次に、高校は町に存続する今、地方まちづくりという言葉が町の方から出ました

けれども、具体的に高校がまちづくりにもたらす社会的効果、今ちょっと触れまし

たけど、あわせて経済的効果はどういうふうに捉えているのか、町長の所見をお伺

いしたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 大空町におきましては、議会の皆さんの発議によりまして、昨年、「大

空に人・花・心育むまち」というまちづくりの普遍的な理念をまちづくり宣言とい

う形でしてくださいました。 

その中の人というものは、教育を指すものでございます。 

そのように考えますと、大空町の教育の充実、これはまちづくりの中の普遍的な

理念でありますので、切り離して考えることはできないものと、そのように受け止

めております。 

私の考え方でございますけれども、その教育の町として本来であれば、幼少期、

そして小学校・中学校・高校、さらには大学まで含めて一貫してこの大空町で提供

したいというのが私の夢でございますけれども、正直、大学までというのは、なか

なか難しいと、そのようにも受け止めてございます。 

そんな中で、地域の近くあります東京農業大学との高大接続というこの手法、こ
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れが先ほど述べた地方創生などの取り組みも加えながら、行っていくことによって、

教育のまちづくり、この充実というものが図られるものと、それが結果的に大空町

の普遍的まちづくりの理念である人づくりにつながって、人を育むことにつながっ

て、まちづくりにつながるものと、そのように考えているところでございます。 

そのことによって地域の中に大きな課題となっている地域の人材をしっかりと確

保する、そういうことにつながっていくのではないか。そのように考えているとこ

ろであります。 

具体的な経済的な効果ということについては、試算したことはございません。 

ただ、実際にそこで若いエネルギーがこの町において躍動するということは、当

然様々な動きが出てくるわけでございまして、当然、経済的な活動にもつながるも

のと、しかし、私はそれ以上にそのエネルギーが地域の中に、若いエネルギーが地

域の中にあるということが大切であると、それがまちづくりの大きなエネルギーに

つながるという確信を持って取り組んでいるところでございます。 

今回、教育委員会が掲げております新しい高校の理念、考え方、ビジョンといっ

たもの、私は教育の町として、新しいこの地域の人材をつくる、それがこの町の未

来をつくるものと、その方向というものが全ての町民の方々、子どもたちのためで

はもちろんありますけれども、一方では全ての方々がその高校を、そしてそこに通

う生徒たちを応援できるような、そういう形というものが望ましいと、それをぜひ

目指してみたいものだと考えているところであります。 

そういった中で、大勢の皆さんに御理解を賜りたい、また御協力をいただきたい

と、そのように願っているところでございます。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 町としての、それから町長としての高校のあり方、考え方というのは、

今の答弁をいただきまして、理解させていただきました。 

私も、一町民の１人と、こういう言い方が適当ではないかもしれませんけども、

町の将来を考える、そんな視点に立つと高校の存続、これは必要だと思います。 

そのためにも、先ほど冒頭申し上げましたけども、子どもが行ってみたいなと、

そういう高校づくり、それから地域が応援したい、そういう高校づくり、そういう

ものをぜひ目指していただきたいものだと申し上げたいと思います。 

そこで最後です。先ほど教育委員会の方の説明の中で、この進め方については、

７本の柱として、平成３３年を目途ということですけれども、これについて教育委

員会は緊急、直近の課題だという教育長の言葉がありました。 

そして、考える会の方の意見としても早く進めて欲しいと、そういった意見を踏

まえて、先ほど町長の答弁中に皆さんの意見を聞きながらというスタンスは十分理
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解できます。 

ただ、やっぱりこれは可能な限り早期に実現に向けて町の判断というのも当然問

われるべきだと思います。 

現在、差し支えない程度で構いませんから、町長の考えを聞かせていただきまし

て、最後の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 今、具体的な日程を細かく考えて公表するというところまでには至って

おりません。 

ただ、私残された任期も限られております。 

そういったことなども十分勘案して、さらには町民の方々の意見が、例えば昨年

のように非常に割れていろいろな議論が出てくるのか、それとも、いろいろ議論は

ある中にあっても一つの方向性に向かって行くのかというところを今、確かめさせ

ていただいているところであります。 

先ほど教育委員会は、年度内いろいろな機会を捉えて、説明を一生懸命頑張って

やりますという答弁だったかと思いますけれども、私もあわせながら町政懇談会を

開催してございます。 

当然その項目の中においても、この項目を説明をさせていただいたり、また、そ

のことに対して町民の方々から御意見を頂戴しているところがあります。 

私といたしましては、町政懇談会が一区切りつくのが１月の末、２月の初め位ま

で、去年の例で言いますと掛かっております。その中での御意見、私としてもしっ

かりと受け止めながら判断をしてまいりたいと、そのように考えているところでご

ざいます。 

 

◇議  長 これにて松田信行議員の一般質問を終了します。 

次に７番 齋藤宏司議員の一般質問を許します。 

 

◇齋藤議員 今年も残り１０日程になりましたが、来年も平穏無事を願うところであ

ります。 

平成２９年第４回定例会に当たり、通告書に基づき一般質問をさせていただきま

す。 

大項目として１点目、指定管理者制度についてです。 

（１）本町の指定管理者制度については、平成１８年度に関係条例、規則などが

整備され、同年９月から本格的な導入が進められ、今年度で１１年となります。 

制度導入施設も２期目、３期目、４期目と更新を重ねている中で、各施設の指定
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管理者または施設所管課、あるいは総務課において把握している課題や問題点、改

善点。 

（２）指定管理者の経営面、人材確保、人件費、モニターリングの結果の公表な

ど今後の展望について伺いたいと思います。 

大項目の２点目、空港の民営化について、北海道は道内の１３空港のネットワー

クを充実・強化するため、北海道空港振興基金を創設する方針との新聞報道があり

ました。現状の進捗状況について伺いたいと思います。 

以上、町長に答弁お願いし、１回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 齋藤議員からは、２点にわたり一般質問を頂戴いたしました。 

１点目の指定管理者制度についてでございます。 

指定管理者制度は、公の施設を民間の事業者を指定して管理を行わせることがで

きる制度でございまして、平成１８年から制度を導入し、現在、１９施設で適用を

いたしております。民間事業者が有するノウハウを幅広く活用し、サービスの向上

や効率的な運営を図ることを目的としております。 

指定期間につきましては、指針に基づき原則として３年から５年の期間としてお

りますけれども、実態を踏まえ、別途期間を定める場合もございます。 

公募を基本とするものの施設の特性を考慮し、公募によらないこともできること

としております。 

候補者の選定は、選定委員会を別途組織し、施設を実際に利用する方の意見もお

聞きして行っております。 

施設を適正に管理するのみではなく、効率的な運営や利用者の満足度をいかに上

げていくかが課題と考えております。そのためには、施設管理や事業の運営を一方

的に任せるのではなく、町と指定管理者がそれぞれの役割を担い、連携して対応す

ることが必要かと思っております。 

もう一つは、施設を所管する各部署が業務の内容、計画の進捗を把握し、適正な

履行を指導していかなければならないものとも思っております。 

さらに、利用者の声をどのように共有して取り込むか、それが大切であると考え

ているところでございます。 

事業者を選定に当たり、経営状況等も評価項目の一つとしてございます。 

職員体制、労働環境、財務状況などが適正であり、安定的に管理運営できるかを

審査基準としております。 

指定管理料につきましては、業務仕様を踏まえ、別途設定している雇用単価など

を基準として経費を積算してございます。 
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２５年度からモニタリングを試験的に実施いたしました。そして、今年度から制

度化をして運用を開始してございます。単年度の実績評価に加え、制度の趣旨に鑑

み複数年の指定期間を通して総合的に評価する手法も取り入れたところでございま

す。これは次の指定期間の業者選定の一助とするために導入したものでございます。 

結果につきましては、ホームページにおいて、ランク別に施設数を公表するなど

としておるところでございます。 

導入から１０年以上が経過しております。一定の成果は得ていると認識をしてお

りますけれども、利用者のニーズ、また反響は常に変化してございます。それらの

状況の把握に努め利用者の利便性を一層高めて行く、そういった施策につなげてま

いりたいと考えているところでございます。 

次に、空港の民間委託についてでございます。 

道内の７空港の一体的な民間委託は、本年７月、制度設計の基本的な案でありま

す基本スキーム案が示されました。 

その後、民間事業者から幅広く意見を募集するマーケットサウンディングが実施

されました。 

これらを基に年が明けました２月から３月に掛けて、具体的な制度の内容を記載

した実施方針、募集要領が公表される予定でございます。 

全体的なスケジュールといたしましては、来年の７月から翌年３１年６月頃に掛

けまして受託する優先交渉権者の選定が行われます。 

そして、３１年１０月には実施契約の締結、３２年１月頃からビル施設の事業が

開始され、３２年度から民間事業者による空港の運営がスタートする予定となって

ございます。ただ、運営の開始につきましては、７空港がございますので、各空港

を段階的に行うことも検討されているようでございます。 

女満別空港ビルの株式について説明を申し上げたいと思います。 

法律の規定により、来年公表されます実施方針にビル施設の譲渡方法が記載され

ることとなります。 

空港ビル会社の株式は、本来は選定される運営権者譲渡されるということになる

わけですけれども、選定時期は、昭和３１年６月頃になります。 

実施方針の公表時期には、まだ決まっていないという状況がございます。このた

めの措置といたしまして、公表前までに空港の管理者である北海道と空港ビル会社

の株主である私ども大空町との間で株式譲渡予約契約を締結することとなっており、

現在協議中でございます。実際の株式の譲渡は、運営権者が決まりまして、その後

となりますので、平成３１年度となる予定でございます。 

女満別空港ビル株式の株価につきましては、本年１０月に北海道から提示があり

ましたけれども、募集要項において公表されるということになっているため、現時

点では非公表の扱いとなってございます。 
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一方で、千歳空港ビル会社に係る株式売買等が新聞報道されておりました。これ

は、今述べました女満別空港に係るものと別の理由によるものでございます。 

ビル施設の事業者が自ら、先ほど言いました空港運営権者として、公募に参加す

ると、このような場合については、公平性、透明性を確保する観点から関係地方自

治体と資本関係の解消が要件となっております。 

千歳空港ビルを管理する管理会社は、運営権者として公募に参加する意向がある

ということでありますから、出資者である北海道が保有するこの会社の株式の売却

をすることとしたもので、その株価などが報道されたわけでございます。そして、

北海道はその売却収入などについて新たに基金を設けて、道内航空ネットワークの

充実強化に資する事業で活用するということを検討しているという内容でございま

す。 

以上、状況について御説明申し上げ、答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ７番 齋藤議員。 

 

◇齋藤議員 まず、指定管理者制度の再質問させていただきますけども、町内１９施

設ということなんですけれども、それぞれ施設管理、もちろん内容も違うと思うん

ですけども、はっきり言って、もともとあった公共施設が指定管理者に移すという

その経過、なぜ指定管理の方がいいのか、その辺直営でやるのと指定管理とどの辺

がどう違うのか、再度お聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 これは導入したときは、私が町長になってからでございます。 

その中で新しい制度として出てまいりました。 

私が考えておりますその指定管理者制度の良い点、これについて述べさせていた

だきたいと思います。 

一つは、役場が全て直接的に管理することではないということで、例えば電球の

球一つ切れた、それを役場の予算で買って、それを設置するということに対する時

間的なロス、そういったものが民間事業者の方々が行っていることで、迅速に取り

扱うことができるのではないか。 

さらに、自主事業などの取り組みについても、規定されておりまして、そういう

こともできるということであれば民間の事業者、管理を行う指定管理者、事業者が

その施設を活用して、今まで行政が取り組んでこなかったさまざまな事業にも取り

組むことができるということであります。 

また、従来の業務委託でありますと、毎年度、予算によりまして契約を行うとい
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うことでありますけれども、これが先ほど言いましたように３年から５年という複

数年契約になる。そのことによっては裁量権が広がったり、また、職員の採用をあ

る程度長期的な視野に立って雇用することができるということがございます。 

さらには、今までの業務委託でありますと、予算について議会にお諮りをして決

定をいただきますけれども、どこの事業者にどのような形で委託をするかというこ

とは、私ども行政だけに課せられておりましたけれども、指定管理者についてはそ

の内容をつまびらかにして議会の皆さんの審査もいただいて、透明性の高い中で委

託をして、指定管理としての管理を行っていくということにもなります。 

さらには、利用者の町民の声という形でモニタリング制度なども導入することと

されておりましたので、町民の方々の意見を反映するということについても、この

制度の方が、さらに進んだ制度であると、そのように考えてこの制度をある程度の

施設については導入することとしたところでございます。 

ただ、大きな都市と違いまして、それを請負っていただける民間の事業者には限

りがございますので、そんな中で、施設によっては、今言った十分な効果ところに

至らないものも出てきている部分があろうかと思っているところでございます。 

 

◇議  長 ７番 齋藤議員。 

 

◇齋藤議員 はい、町長からメリット、成果という形でお聞きしました。 

逆に町長が見て、この施設に対しての問題点、デメリットって言うのでしょうか。

それは何か気付いた点ありますか。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 先ほど言いましたように制度としてはありますけれども、私どものよう

な地域では、結果的にそこを担っていただける事業者の方々が限られてくるという

中では、十分な本来制度としてある競争が行われているところが少ない状況にある

と、そういったことがあるのではないかと思っております。 

 

◇議  長 ７番 齋藤議員。 

 

◇齋藤議員 町内に１９施設あるんですけども、広く１番自分に対しても言われてい

るのは、やっぱりはっきり言って、人件費のことなんですけども、当然、施設管理

している中には、人件費も入った価格で算定されているんだと思います。 

その中でやっぱり、はっきりと施設によって使用料とか利用料というのは、それ

は自分たちが決められないところだと思うんですけども、それは公で決めて、だか
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らそれをもっと収入を上げるというのは、もっと利用者を増やすとか、そういう形

でしか収入は得られないのかなと思っております。 

その中で、やっぱりはっきりと一番の指定管理のメリットは、コスト削減だって

いうのがメインだと思うんですけども、その中でやっぱり職員に対してもコスト削

減なのかなという気もするんですけども、その辺、あくまでもそれは指定管理者が

やることなので、公がそこまで口出せるかどうかわからないんですけども、やっぱ

りちょっと低いんじゃないかなっていう気がします。その辺どうでしょう。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 先ほども言いましたように世間一般的には、コストが削減、民間のノウ

ハウを入れてコストが削減されると言いましたけれども、私どものようなところの

地域の民間事業者の方々、それほど体力のある事業形態ではないと、そこは認識し

ておりますので、私は議会の中で一つも、１回もコストの削減を目的として、これ

を導入したという話をしたことはないつもりでございます。 

ですので、当然事業者とすれば、いろんなところで節約できるところは節約いた

しますけども、それも私は限りがあると思っておりますので、民間の方々のノウハ

ウを使ってプラスの部分を伸ばしてもらいたいということのお願いはしたことはあ

りますけれども、マイナスでコスト削減をして欲しいと、そのことは１回も言った

ことはないと思います。 

当然、予算ですから、見直さなければなりません。それは町がいろいろなところ

を管理していくものも、直接管理するものも見直しているものはあります。 

それと同じレベルで、その民間の方々にお願いすることはありますけれども、民

間だから、もっともっと安くできるでしょうというようなお話をしたことはありま

せんし、また、今までの制度の見直しの中で、例えば経費なども見ているところは

ございます。 

また、収入が増えたからといってその部分を返還させていただくというようなこ

とは、特別なことがない限りありません。そうやって考えると、コストを削減を求

めて指定管理者制度を導入したということについては、考えを皆さん方もぜひ改め

ていただきたい。 

そのことは答弁の中でも１回も言ったことがないはずでございます。ぜひそこの

ところは御理解を賜りたいと思います。 

 

◇議  長 ７番 齋藤議員。 

 

◇齋藤議員 ちょっとニュアンスが違ったようなので、先ほど町長の答弁だけれど、
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利用者の満足度という言葉があったのですけども、自分では、逆にその職員の満足

度というのも気にしてるとこなんですけども、その中でどうしても言われるのは、

やっぱりあくまでも比べるのは、役場の職員と比べるようになるんですけども、そ

の中で実際役場の職員と比べたらどの程度の賃金なのかというのが一番気になると

ころなんですけど、そういう形での答弁はどうですか。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 どこの事業者がそのようなお話をされているのか、もし差し支えなけれ

ば具体的にお話をいただければ、もっと具体的な話ができるのではないかと思って

おりますけれども、正直言いまして、役場の職員との内容について比較をされると

いうと大変難しいことになってまいります。 

例えば施設の管理をされている管理人の方々、役場のどの部署のどういった職種

の職員と比べれば良いかということもございます。ですので、確かに役場の職員か

ら見れば給料というものは、人件費というものは、それは低いと、そのように認識

をしてございますけれども、だからこそ、いろいろなやりくりの中で、経費なども

ありますので、どういった方々の給料体系をどのようにしていくかということにつ

いては、請負った民間の事業者の方々がそれぞれ知恵をまず出していただかなけれ

ばならないと思います。 

過去に指定管理で請負っているところの代表者の方々から人件費を上げてほしい

と、そういう要望をいただきました。しかし、私どもは考え得る人件費を積算して

いるわけでございますので、それをどのようにその人たちに配分をするかというと

ころまで私どもが全部を指導するわけにはまいりませんし、さらにそういう努力を

していただいているのかどうか。そのことについても、私どもは説明を受けている

ことはございません。 

ただ、昨年度は給料の見直しをしたいということで、ある民間事業者の方々から、

それに対する支援の要請を受けました。ですので、給与体系をしっかりと作るとい

うことのための支援などもさせていただいているところであります。 

そこがどのような形になるか見えない中で、ただ単に役場の職員と比較して低い

から上げてくれということだけでは、それは町が直営でやったって同じ意味になっ

てしまうのではないかと、そのように感じております。 

ですので、いろいろな職種がある中で、どのような給料体系を作るか、まずは民

間の事業者がその形を示した中で、どれだけの経営コストが掛かるかということを、

私どもに伝えていただかなければならない。そこのところが、まだ無い中でのお話、

一方的なお話では、なかなか御相談に乗って、結論づけるわけにはいかないと、そ

のように考えているところであります。 
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一方で、役場が直接雇用している臨時職員でありますとか、嘱託職員、そういっ

たものについては、地方公務員法のいろいろな制約がございますけれども、その中

でも国の動向などを察知して、私どもは私どもとしてさまざまな改革を取り組みを

させていただいているところであります。 

ぜひ、民間の事業者の方においても難しいとは存じますけれども、人事面、採用

面、そういったところも含めてお考えをいただいた中で、十分な協議をさせていた

だきたいと、そのように思っているところでございます。 

 

◇議  長 ７番 齋藤議員。 

 

◇齋藤議員 先ほど町長の答弁の中で、メリットということで、いろんな備品も揃え

てある、もう一つは実質的に事業もできることも言われたと思うんですけども、１

９施設ある中で本当に自らいろんなイベントをしたり、いろん行事をしたり、本当

に頑張っている施設もあります。 

その中でやっぱり一番思うのは、やればできるんだなと思うんですけども、そう

いうきっかけ、やっぱり頭になる人なのかなと思いますけども、どうしても今、自

分が思うのはやっぱり比べると、もともと役場の職員の給料のことに戻るのですけ

ども、やっぱり基本給自体がもともと違って、その中でまた手当も違って、どうし

てもなかなか子育て世代の職員については、厳しいのかなという気がします。 

ほかの近隣の町村、また、前回も違った形でお話ししましたけども、大空町、去

年から給食費も無料になって医療費も中学生までということで、本当に近隣からも、

若いお母さん方々からも喜ばれております。 

その中で、一番言われるのは、地元に企業がない、働くところがない。せっかく

ある１９施設、働く所はいっぱい有ると思うのですけども、それでもある程度の賃

金なりをもらわないと子育て世代は大変なのかなと思います。 

その中で再度お聞きしますけども、今、町長は結果を見てからっていう形だった

んですけども、今のところ、公としては賃金面だけ見て給料ということの考えはな

いということで良いんでしょうか。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 子育て世代とか、例えば子どもさんが多いとか、確かに心情的には分か

る部分もございます。 

ただ、それを制度として運用していくのが管理者としての責任だと、制度を作っ

ていくということなんですけども、今、言われているいろいろなところから多分言

われるであろう、そういうところにおきましては、その制度をまだ十分活用し切れ
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ていないというか、その考え方を整理できていないと、その中で人件費だけを例え

ば増額して指定管理料に上乗せをする。どんな使い方されるんでしょうか。それす

らわからない。その中で議会の皆さんは、そのことについて、良しとしてくださる

んでしょうか。私はそうではないと思っております。 

ですから、平成２９年度はある指定管理のところからそういった給与の見直しに

ついて行いたい、また、自分のところだけの作業ではこれなかなか大変で委託業務

をも含めて取り組んでみたい、ですから町はそこにも応援をしてお金を支援をして

いるわけでございます。 

そんな中で、早くそういった形をきちっと作り上げてもらう。昨日、今日始まっ

たわけではありません。 

私が女満別町長時代からこの問題については、そのときのいろいろな指定管理や

業務委託をしている関係の皆さん方にお願いをしてまいりました。 

また、先ほど言ったように、そちらに一方的にお願いするだけではなくて、町の

関係する部署にも働き掛けを行って、そして一緒になって共同作業でそういったも

のを作り上げていくようにということの指示も何回となくしてございますけれども、

正直言って、その改善は十数年経ってもほとんどなされていないということでござ

います。私もじくじたる思いがございます。 

そういったものをしっかりとまずつくっていただきながら、そのことに対する町

として、その体制というものを導いていかなければ、ただ単に人件費だけを上げま

したと言ったとしても、どのようにそれが配分されて、渡っていくのかということ

についての見通しがなければ、上げるわけには私はまいらないと思っております。 

一部、先ほど言いました機関などについては、こういう取り組みを今年度行って

おりますので、結果、どういう形ができてくるか、そこのところをしっかりと確認

をさせていただいた中で、考えてまいりたいということでございます。 

ただ漠然と心情的にはわからないではありませんけれども、低いから上げてくれ

ということだけでは、私どもとすれば難しいとしか今のところではお答えができな

いということでございます。 

 

◇議  長 ７番 齋藤議員。 

 

◇齋藤議員 今の答弁で十分わかったところでもあります。 

別な角度から３年、５年の経過が経ちますと途中で試験的とおっしゃいましたけ

れど、モニタリング、議会に対しましては公表されておりますけども、自治基本条

例の絡みで、住民に対しての公表というのは考えていないのでしょか。 

 

◇議  長 町長。 



４７ 

 

 

◇町  長 議会にも説明をさせていただいておりますけれども、この内容について

は、ホームページで掲載をさせていただいているところであります。 

また、評価をするメンバーの方々の中には、実際に御利用いただいている両区域

の自治会連合会の方々、自治会女性部連絡協議会の方、社会福祉協議会の方、文化

団体協議会の方、体育協会の方、青年団体協議会の方、その７団体から１０名の方

を御推薦いただいて、それぞれ二つのブロックに分けて文教施設とそれ以外の施設

ということでありますけども５人ずつに分けて、その中でこの評価ということにつ

いても、お願いをしているということでございます。 

そういう意味では町民の皆さんの意見も含めて、ある意味、公表しているという

ような言い方にもなろうかと思いますけども、そういう中で町民の皆さんにもお知

らせをしているという状況でございます。 

 

◇議  長 ７番 齋藤議員。 

 

◇齋藤議員 指定管理の方は、以上で終わりたいと思います。 

次、空港の民営化です。 

この空港の民営化については、６月定例会で同僚議員の方で一般質問したことが

ありました。昨今、女満別空港に対しても、いろんな形で新聞にも載るようになり

ました。 

この中で先ほど町長の答弁にもありましたけれども、一番思ったのは、女満別空

港ビルのことはいろいろと聞いておりますけども、空港ビルが一度買い上げみたい

な形になると聞いておりますけれど、そこにあるテナントとは、一切白紙になると

いうことでいいんですよね。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 テナントなどにつきましては、新しい運営権者、会社と契約するという

ことになろうかと思います。 

 

◇議  長 ７番 齋藤議員。 

 

◇齋藤議員 同じようなことなんですけども、あそこの駐車場の管理、また空港消防

の管理、それは産業開発公社の職員なんですけれども、それも同じことでいいんで

すか。 
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◇議  長 町長。 

 

◇町  長 はい、それについても同じことになります。 

 

◇議  長 ７番 齋藤議員。 

 

◇齋藤議員 まだこれからの問題で、経過をいろいろと見ていきたいと思うんですけ

ども、先ほど町長の行政報告の中にもありましたけどもＬＣＣ、ピーチですけども、

自分も女満別空港から期待していたところでありました。ちょっとがっかりした面

もあるんですけども、今後また継続して、いろんな話し合いができるのかなと思い

ます。 

その中でやっぱりせっかく地元に空港があって、本当に頻繁には行けないですけ

ども、安い形で行けるというのは、やっぱり町民にとってもメリットがあるかなっ

ていう気がします。 

その中で今盛んに合宿やいろんな形で遠くからも来ておりますけども、それでも

やっぱり普通の空港会社を使うよりはＬＣＣ、そういう形が安いのかなと思います

けれども、そういう形で先程ピーチについて釧路空港になりましたけども、今後そ

ういう形で、他のＬＣＣでもいいんですけども、継続ということは考えておられる

のか。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 今、御質問いただいた関係は、航空事業者としてその飛行機を飛ばす側

の関係についてのお尋ねかと思います。 

本来、一般質問のところでいただいているのは、民間委託ということで空港ビル

や空港の滑走路の方の委託化ということなので、直接的にそのＬＣＣなり、現在で

いうところのフルコストキャリアと言われている日本航空さんでありますとか、そ

の既存の全日空さんだとかというところとの路線のこととは、直接的には結びつか

ないかなと思っておりますけれども、私どもは民間委託になることによって、上下

一体になるということで、さらにその地上側からそういうものの誘致をすることに

も力を発揮できるのではないか、さらに地元と、そういう運営権者とのことにも力

を発揮できるではないか、協力によっていろいろな航空路線を誘致していこうとい

うことでございます。 

先ほど、行政報告の中ではピーチアビエーションの動向について、お話をさせて

いただきました。 

予てから誘致交渉を行ってくる中で、北海道の東側の空港１カ所だけに就航する
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ということは毛頭考えていない。 

ただ、順番とすればＬＣＣという業務形態の会社であるために、一度に複数空港

に就航するというのは難しいので、今回は、まず釧路空港に就航をしたい。 

しかし、私が記者会見の席に同席したということも含めて、東北海道の空港に今

後も翼を延ばす考え方を持っているということでございますので、このピーチアビ

エーションのその次なる展開、次はぜひ女満別空港への就航を目指して努力をして

まいりたい、そのときに、この運営権者がそれまでに決まっているか、その前段で

私どもは誘致したいと思っておりますけれども、もしそこまで叶わなければ、この

民間委託化でなる新しいその運営権者の方々と力を合わせて、誘致をするというこ

とにつなげてまいりたいと考えているところでございます。 

 

◇議  長 ７番 齋藤議員。 

 

◇齋藤議員 ちょっと言い方がそれてしまったんであれなんですけども、この民営化

することによって、新規路線就航誘致とか、そういう形で説明してくれたら良かっ

たんですけども、空港のその中で事業促進とか、また整備の更新とか、そういう形

は前向きにやるということで民営化になれば、それはよろしいですね。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 行政報告でも一端触れましたけれども、１１月３０日に北海道に対しま

して女満別空港整備利用促進協議会、私は会長を仰せつかっておりますので、私と

さらには会長代行であります網走市の市長、さらには空港ビル会社の社長さんと３

人で、この民間委託に係わる要請に参っております。 

その中で、民間委託後においても、先ほど御心配いただいたことかと思いますが、

地域の雇用や地元企業の関わりが継続して行われるなど、地域の意向をしっかりと

反映させる仕組みとして構築して欲しいと、さらには売却されるさまざまな収入、

売却で得られる収入、そういった財源を地域や空港の活性化を図る政策に傾注して

欲しい、注ぎ込んで欲しいということ、そういったことをお願いをしてきたところ

でございます。 

その後の例えば空港の整備などにつきましても、北海道も関わりながら、しっか

りとその整備が進められるというところをお願いをしたいということで、要請活動

を行ってきたところでございます。 

新しい空港の体系の中で、その空港の活性化、それが地域の活性化につながるよ

うな取り組みを私どもはもちろんでありますけれども、地域の皆さん方、他の自治

体や関係の方々とともに取り組んでまいりたいと考えているところであります。 
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路線の誘致などについても積極的に民間委託後でなくても、今から努力をしてま

いりたいと考えているところでございます。 

 

◇議  長 ７番 齋藤議員。 

 

◇齋藤議員 今の町長の答弁で、それでよろしいんですけども、本当にこれで最後に

しますけども、せっかく地元にある空港、その中でまちづくりも踏まえて、ぜひ町

民が気安く飛行機で、ＪＲの問題もありますけども、そういう形で先ほど同じこと

なんですけども、利用し易い空港にしていただきたい。 

それが要望でもあり意見でもあります。以上で終わります。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 合宿の誘致を進めておりますけれども、そういった関係者の方々からは、

今回のピーチアビエーション、女満別空港乗り入れが叶わなかったこと残念であり

ますけれども、将来としてその可能性が広がったと、そういう中では大空町まで、

もっともっと行きやすくなりそうですねと、そんな声もいただいております。 

そういった声をまた一つの励みにしながら、さまざまな航空路線の誘致に努力を

してまいりたいと思っているところであります。 

私どもの町にある折角の大きな社会資本、財産でありますので、これを地域の活

性化に結び付けていけるように今後も努力をしてまいりたいと考えているところで

ございます。よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これにて齋藤宏司議員の一般質問を終了します。 

 

◇議  長 ここで１０分間休憩します。 

 

（休憩 午後０２時０２分） 

（再開 午後０２時１２分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第５ 一般質問を続けます。 

次に、１１番 深川曻議員の一般質問を許します。 

 

◇深川議員 平成２９年度第４回定例会、最後の一般質問をさせていただきます。 

しばらくぶりの一般質問でございますので、非常に緊張しておりますが、大項目
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といたしまして、大空町の将来像とまちづくりについてお伺いをしたいと思います。 

合併１０年を過ぎまして、これから今後の両区域のバランスのとれたまちづくり

の考え方についてお伺いをしたいと思います。 

まちづくりという大変幅の広い質問でありますので、前出議員の質問と重複をし

ましたら、御容赦を願いたいと思います。 

また、大空町として知名度が低いと言われておりますけれども、今後の考え方に

ついてお伺いをしたいと思います。 

最後になりますが、今期の町長としての評価、そしてまた、次期に向けた考え方

をお伺いをしたいと思います。 

以上３点について御答弁をよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 深川議員の一般質問にお答えをしたいと思います。 

大空町となり来年の３月で１２年となります。 

まちづくりにつきましては、新町建設計画を踏まえた第１次総合計画を策定し対

話と協働のまちづくりを実践してまいりました。 

平成２３年には５周年を記念した町民舞台大空の四季、平成２７年には１０年を

記念した町民運動会やたすきリレー千人プロジェクトなど、町民の一体感の醸成に

も取り組んでまいったところでございます。 

平成２８年度からは第２次総合計画がスタートをいたしました。 

計画策定に向けて行いました町民アンケートの住み良さに関する評価というもの

を今後さらに高めていくことが大きな目標と、そのように受け止めております。 

第１次の総合計画策定時、平成１８年に行いましたアンケートでは、住みよい、

どちらかといえば住み良いことについて肯定的に捉えてくださった方が６９．５％

でございました。 

平成２６年、第２次総合計画策定時に行いました同様のアンケート結果では８０．

７％と上がっていたところでございます。さらに、これを高めてまいりたいと考え

ているところでございます。 

各種施設の整備、この間行ってまいったわけでありますけれども、大空町の発展

を考え適宜、優先度合いを考慮して、必要な時期に必要なものを必要な場所にとい

うことで整備を進めてきたところで、そういった考え方で整備をしてきたつもりで

ございます。 

人口の減少でありますとか、ライフスタイルが多様化するということ、また、進

化する情報化の波と、さらには自然災害の危機管理のあり方など、社会情勢は刻々

と日々変化をしてございます。そんな中で柔軟な対応を行っていくことが重要だと
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思っております。 

私は常々、子どもたちの夢を紡ぎ、働く人たちの元気を支え、そしてこの地域で

安心して住む地域をつくると、そのことを基本に対話と協働という手法でまちづく

りを進めてまいりたいと、そのように訴えてきたところであります。 

その基本は、地域に対する愛情でありますとか、家族や地域の方々に対する愛情

ではないかと、そのように考えているところでございます。 

大空町となって１２年でございます。まだまだ知名度が低いというのは、否めな

い事実かと受け止めております。 

平成２８年度に策定いたしました観光振興計画では、観光入り込み客数を２０万

人増やすという目標を掲げております。そのために大空町としての知名度を上げる、

そして交流人口の増大を図るということを重点目標に掲げております。 

まだ、先ほど言いましたように大空町知名度が従来の町の名前であります女満別

や東藻琴の知名度まで達していないと、そのように課題を受け止めているからでご

ざいます。このため観光資源を積極的に発信するとともに、農産物でありますとか

水産物、さらにはいろんな加工品の特産品など、さらに食を通じたＰＲを行うこと

を重点目標としているところであります。 

札幌オータムフェスト、ＨＴＢイチオシまつり、ＳＴＶラジオどきどきフードパ

ークなど、こういったイベントに参加もさせもさせていただいておりますし、北海

道再発見、北海道生活などの観光情報誌への広告も掲載をしてまいりました。 

さらに、ＨＢＣラジオ公開を録音芝桜歌謡ステージでありますとか、ＳＴＶラジ

オウィークエンドバラエティー日高晤郎ショ―ｉｎ大空町祝１０年と一体イベント

を開催したり、アキオカマサコと月散歩、こういったラジオ放送番組などを通じて

ＰＲをしてまいったところであります。 

今後については、現在の時代でありますので、もっとネット環境を活用するとい

うことも考えていかなければなりませんし、現在行っておりますさまざまなイベン

ト、本来、町民の方々のために開催をしてきたイベントでもありますけれども、こ

ういったものを外向きにも発信をして、大勢の方に参加いただく町外の方にも参加

いただくということも必要ではないかと思っております。 

さらに観光イベントだけではなくて、まちづくり委員に係わる様々な研修会や研

究会、こういったものを誘致をしたり企画をすると、そういうことによって、いろ

いろな地域の方々、いろんな考え方を持っている方々がこの地域にお集まりいただ

くということも発信するという力になるのではないかと考えているところでござい

ます。 

次に、私のこの４年間の評価でございます。 

４年前に大空町のまちづくり目標として２４項目の目標を掲げさせていただいた

ところであります。 
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先ほども申し述べましたが、対話と協働の社会を拓く、子どもたちの夢を紡ぐ、

働く人たちの元気を支える、安心できる地域をつくるという四つの柱をもとに構成

しております。 

取り組みの進捗状況などは、私の後援会活動の一環として機関誌などの発行に合

わせて紹介もさせていただいているところでございますが、この２４項目の細分化

した項目の中で、具体的な取り組みが進んでいないもの、私としてそのように受け

止めているものは、一つはコントラクター事業の導入でございます。 

また、和牛の一貫生産支援によるブランド化、さらに、多様な町有林森林整備の

推進、そして、ごみの減量化推進団体の組織化、この４項目がなかなか進められて

いないと、そのように受け止めております。 

その他の掲げました目標については、何らかの事業推進が行われているところで

ございます。 

これは職員の頑張りでありますとか、町民皆様の御協力、さらには議員各位の御

理解があって、こういった事業に取り組めてきたものとの考えございます。 

それぞれ取り組みを進めてきておりますけれども、一方ではその取り組んだ結果

はどうであったかとか、さらに、効果を発揮されているか、目標となるべきものは

達成されたのかという点においては、なかなか及第点をいただける段階には至って

いないと感じてございます。自分自身では、５０点と受け止めております。 

また、この４年間を振り返ってみますと、施設の建設や改修、大型の資本整備が

多かったように思います。 

東藻琴小学校の大規模改修・体育館の建設は現在行っております。 

文化会館の改修、相撲場の整備、運動公園野球場と遊具の改修、多目的運動広場

の改修、農業研修生等の受入施設の建設、広域穀類乾燥調製貯蔵施設の建設、外灯

のＬＥＤ化、町営住宅の建設、地域振興施設の建設、そして現在進めております特

別養護老人ホーム整備の支援などがございますけれども、私はどちらかというと、

町民の融合目的に取り組みました運動会でありますとか、たすきリレー千人プロジ

ェクト、さらに人口減少対策に臨むために総合戦略で掲げた各種の助成事業や宅地

の分譲、さらに、役場直営ではありますけども非正規職員の賃金体系の見直し、そ

して子ども医療費の拡充や給食の無償化、こういったソフト事業における取り組み

の方が印象強く残っているところでございます。 

中でも皆様が発議し、議決くださいました「大空に人・花・心を育むまち」とい

う育みのまち宣言は、将来の大空町にとって大きな道標になるものと大変ありがた

く感じているものでございます。 

次に、次期に向けての考え方であります。 

本来であれば、このような時期に自らの去就についてはっきりとさせるべきとは

存じますが、正直申し上げて、自分自身の気持ちの整理がまだついていない部分が
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ございます。そして相談すべき方々との確認も十分ではございません。 

町民の皆様にとって最良の選択肢というのは何かと言う視点でもう少し考えさせ

ていただく時間を頂戴したいと思ってございます。 

改めて然るべき時期に、町民の皆様に直接御報告をさせていただくことを御約束

させていただきたいと思いますので、この場での御答弁については、お許しを願い

たいと存じます。 

以上、大項目細かなところで三つに分けて答弁をさせていただいたところでござ

います。 

 

◇議  長 １１番 深川委員。 

 

◇深川議員 大変まちづくりという本当に幅の広い質問でございますので、大変失礼

かと思いますが、いろんな形の中で施設整備、また、住み易さのアンケートなどを

お答えをいただきました。 

しかしもっともっと例えば医療費の無料化ですとか、給食費の無料化ですとかも

っともっと評価をされて良いのではないか。 

また、今、まさに東藻琴区域には特別養護老人ホームなとも施設化をされて建設

中でありますが、そういったものも含めて、女満別中央病院との連携も非常に町民

の関心のある一つでないかと、そのように思っております。 

他市町村から見ると、そういった面ではかなり住民にとっても感謝されているの

ではないかと、評価をするところであります。 

そういったものについて、まだまだアピールの仕方が一本化されていないという

か、そこそこの点の面ではそれぞれ強化されているわけですけれども、やっぱり線

で結ぶという、もっともっと評価をしてもいいんではないか、そういった連携のと

れたこれからのＰＲについて、各課をまたいだ中で、一本化をすべきではないか、

それがもっともっと住み易さのアピールになるのではないかと思いますが、その点

についての考え方をお伺いしたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 ある意味、評価もいただいたことは大変ありがたく受け止めております。 

ありがとうございます。 

御指摘のとおり、先ほど自分自身での評価、いろんな制度は作りました。しか

し、それを本当に効果に結び付けられているか。 

目的を達成のためのところとして十分かというと、まだまだそこがやはり私の課

題点ではないかなと、そのように受け止めております。 
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もっともっと、いろいろな外向きの発信をして、例えばその人口減少社会にもっ

と歯止めを掛けて行ける、そういう要素、事業展開はやっているはずですけれども、

それが実際に十分に伝わっていなくて、そして、その効果というところの発現まで

には十分ではないと、そういったものを今御指摘をいただきましたのは、もっと効

果的にすると、そして、その効果というものにつなげていくべきではないかと、そ

のように御指摘をいただいたものと感じております。 

ともすれば、役場の中の組織といいますのは、縦の系列で、例えば隣の課の職員

がどんな施策に携わっているかというものが分かり辛くなっているところがありま

す。今回、事務改善の中で組織の見直しと言いましょうか、グループの再編の仕方

も、必要ではないかという中には、そういったことの改善も必要だという意味も含

められているのではないかと、そのように感じております。 

そのアピールの仕方の対策、これについても、今日の一般質問の中でも、情報発

信をどのようにやっているか、町民の方々にどのようにお知らせしているかという

ところで御指摘をいただいた部分もあります。 

何か一つをやれば、完璧にでき上がるというものではありませんので、いろいろ

な可能性を考えて、いろいろな手段・手法を持って大勢の方にそれは町民の方ばか

りではなくて、町外の方にもお知らせをする、そして大空町のまちづくりを知って

いただくというところにつなげていけるように、これは政策の分野においても取り

組んでいかなければならないものと思いますので、今後もそういった努力を一生懸

命させていただきたいと思います。ありがとうございます。 

 

◇議  長 １１番 深川議員。 

 

◇深川議員 やはりそういった連携のとれたＰＲ、そういったものが必要ではないか

と、そのように思います。 

日本国中どこの市町村も今や少子高齢化し、そういったものも含めて、いかにア

ピールをしていくかという、そういったまちづくりがどこの自治体も真剣に捉えて

いると思います。 

そんな中であり、大空町としては、ブランド化を図るという姿勢が、やはりブラ

ンド化できるものについては、ブランド化をしていく、やはり、そういったことに

則ってアピールをしていくという考え方は、一つとしてあるんではないかと思いま

すが、そういったブランド化についての考え方はいかがでしょうか。 

 

◇議  長 町長。  

 

◇町  長 ブランド化と言いますのは、昔から言われている言葉ではありますけれ
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ども、なかなか難しく、十分でき上がっていないと思いますけれども、決してその

食べ物、私どもでいうと先ほど農産物や水産物、加工食品などもあってということ

で、そういうところに陥りがちですけれども、要はいろいろな魅力のあるものをさ

らに差別化して、特別なものにしていくということがブランド化ではないかと、そ

のように受け止めております。 

そんな中では長く東藻琴の方々が中心にブラント化してきた芝桜という大きな財

産もありますし、また、私どもの所有物ではありませんけれども女満別にあります

空港、これを地域の皆さんがそれぞれ愛情を持って支えてということでいろいろな

取り組みをされてきた、これもブランド化に乗せていかなければならないと、その

ように思っております。 

もう一度自分たちとその地域に有るもの、それをもう一度自分たちがしっかりと

評価をして、どのようにアピールできるかというところの検証作業というものも足

りないのではないかと思ってございます。 

ぜひこれからも食に限らず、様々なものをもう一度見つめ直して、先ほどの教育

長の答弁の中で聞いておりました、自分を評価とする子どもさんの数が全国から見

たら少ないと、そうなのかなという中で、私自身もひょっとしたらそういうところ

に陥っているのではないかなと、そんな感じをいたしたところもあります。 

もう少し、ある意味自信を持って、我が町のすばらしいところを町のトップとし

て、いろいろなところに発信できるように心掛けてまいりたい、そんな中で地域の

皆さんの御協力もいただいてブランド化して行くものをしっかりとみんなで共有し

て、そして進めることに努めてまいりたいと思っております。 

 

◇議  長 １１番 深川議員。 

 

◇深川議員 一口にプランド化と言っても大変難しい問題でありますけれども、やは

り、ある程度ブランド化をされていなければ幾らＰＲをしても、いくらアピールを

しても、やはり、この情報化社会で特に若い人方の言わば集中力が足らないと言い

ましょうか。ＳＮＳでもそうですけれども、やはり他にないもの、見たことのない

ものについては、喰い付きが早いですけども、なかなか情報化社会も我々が若いと

きとは違った形の中で捉えられているという、そういったものも考えなければなら

ないと思いますし、次の知名度の関係とも継続をしてきますけれども、やはり、そ

ういった形の中でブランド化を図るとともに、情報発信をしていく、さらに、そう

いったことが各課、各地域の連携をとっていかなければＰＲにはならないと、この

ように思っております。 

やはり私どもも視察に出掛けていくわけですけれども、幾ら物の本にアピールを

されても馴染みのないものについては余り興味がないというか、一度でもテレビ、
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ラジオ、雑誌で見たことのある部分については、興味を持つという、そういう習慣

性があると思う。 

そういった形の中で、貴重な観光資源もありますし、その辺のブランド化につい

ての考え方も進めていただきたいと思いますが、改めて答弁をお願いしたいと思い

ます。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 今年の流行語の中に「インスタ映え」という言葉があるようでございま

す。今、情報が昔のようにアナログの媒体で、極近距離なところだけに伝わるとい

うことだけではなくて、ＳＮＳ、インターネット環境を使いますと、全世界にあっ

という間に、場合によっては拡散するということがあります。大変便利でもありま

すし、恐ろしいところもありますけれども、情報発信するということの中にあって

は、こういうものもやはり活用していかなければならないものだなと、改めて感じ

ております。 

そういった取り組みも含めて行ってまいりたいと思いますし、場合によっては、

私どもの地域だけで、そのブランド化するということだけではなくて、もう少し広

い範囲で、地域連携をした中でブランドというものを作っていくとういう考え方も

必要ではないか。 

ちょっと正確ではないかもしれませんけれども、神戸牛とか松阪牛とかいうもの

は、ピンポイントの地域だけではなくて、もう少し広い広がりをもって言われてい

る言葉ではないかと、例えば北見産のタマネギと言いましても、私どもの地域で作

る物も含めて北見産のタマネギということではないかと思っております。 

さらに観光面で言いますと、今回、私どもが行政報告でも申し上げましたとおり、

阿寒・摩周国立公園の一部地域として、位置付けられております。 

また名称変更に伴って、今回その阿寒摩周国立公園の区域も広がりました。さら

に清里町なども加わっての大きなエリアになったわけであります。 

こういうところを我が町だけではなくて、もしくは阿寒や摩周、釧路市や弟子屈

町だけではなくて周辺も含めてそのＰＲをすると、そういう仕方もあるのではない

かと思っております。 

そういう視点、ネット環境を活用する、さらには広域での連携をした中でのブラ

ンド化というところも、あわせて考えとして持っていかなければならないのかなと

改めて感じたところでございます。 

 

◇議  長 １１番 深川議員。 
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◇深川議員 １口で言うのは簡単ですけれども、非常に難しい問題で、その辺も研鑽

を続けていただければと思います。 

次に関連もございますけれども、大空町としての知名度、このことについて知名

度が低い。これは当たり前と言いましたら失礼ですけれども、開基、開町１０３年、

１１０年という、東藻琴そして女満別という、この地名が１００年を超えています。

まだ１０分の１にも満たない１０年位で、知名度が上がるということは、余程良い

ことがあったか悪いことがなければ上がらない。 

非常に厳しい状況ではないかと思いますけれど、やはり、それなりにテレビ、ラ

ジオですとか、あるいはネットなどを見ていましても非常に職員の方々のＬＩＮＥ

の発信ですとかかなりあり、努力をされているのかなと評価をしているところでご

ざいます。 

先ほど前出の議員で、高校の問題も出ておりましたけれど、入ってみたいなとい

う高校づくり、住んでみたいなという大空町のまちづくり、そういった方向に結び

付けていただければ、そして先ほどモデルになった高校に視察に行ったという答弁

もありましたけれども、視察に行ってモデルを見て来て真似るのでは困る。 

まちづくりも、我々もそうですけれども、見て来てそれを真似るでは駄目なんで

す。 

それにやはりノウハウを付けて、モデルになる町にならなければならない。モデ

ルになる高校にならなくてはならない。 

これは一口で簡単なことではありませんけれども、それがやはり我々に課せられ

たまちづくり、知名度アップではないかと思いますが、職員も含めてその辺の考え

方を町長にお伺いしたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 知名度とかプランド化というものは、私が思いますのは、その物、例え

ば町の持っているもの、その地域の持っている個性という言い方に置き変えること

ができるのではないかなと思っております。 

先ほど議員が言われましたように、全て真似をしているということでは、なかな

かその個性というものは生まれないと、私が思いますのは、最初はそこからスター

トしてもいいのかと思います。しかしその中で、自分らしさ、その地域らしさとい

うその個性を出すこと、それが差別化してブランド化になり、それがまた知名度を

呼ぶと、そういう循環ではないかなと思ってございます。 

大空町にあります様々人材、また社会資本、自然の条件、そういったものを組み

合わせた中で、より個性的なまちをつくるということに努力をしてまいりたいと思

っております。 
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大空町という名称については、まだまだ十分で知られていない部分もあろうかと

思いますけども、大空というその意味合いというのは、受ける印象というのは、非

常に大きく広く、さらに全体を鳥瞰するという意味合いで捉えている方が多いよう

でございます。 

そういった名前からは、御世辞もあるのかもしれませんけれども、良い名前です

ねと、何かその地域を思い起こさせるような、そんな気もしますということを言っ

てくださる方もいます。 

その名前もＰＲし、その名前に負けないようなまちづくりに努力をしてまいりた

いと考えているところでございます。 

 

◇議  長 １１番 深川議員。 

 

◇深川議員 この大空町としては、当たり前過ぎて気が付かないつかない点がたくさ

んあると思います。 

一つ目、ＪＲが通っている。二つ目、路線バス、これもちろんでありますが、し

かも、都市間バスも通っている。さらに、空港がある。もう少ししますと高規格道

路も結ばさるのではないかと、このように思うわけですけれども、これだけ恵まれ

た地域というのは、ほかに例はないと思うのです。 

ＪＲの問題も大変問題になって心配な点もありますけれども、こういったことを

含めて、前出議員の空港の問題もありましたけれども、空港をいくら活性化をして

も、お客さんは来ない。空港が必要な視点を数多く近隣につくることが大事です。 

知床という世界遺産があり、阿寒摩周という国立公園があり、こういった各首長

と連携をしながら、できるだけこの女満別空港を利用する、なかなか協力体制を結

ぶというのは、大変かと思いますけれども、その辺の努力は如何かお伺いをしたい

と思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 今回も、先ほど言いましたいろいろな航空会社の誘致活動、路線の誘致

なとを空港でやっているという現状がございますけども、その中で常々言われてお

りますのは、空港の滑走路やビル、そこの充実度合いというものももちろん大切で

はありますけれども、さらにそこが次の段階で利用者の方々の利便とか、行ってみ

たいということになるのは、空港が良いから行ってみたいわけではないとよく言わ

れます。 

その周辺にどんな魅力があるのか、さらに空港に降りたときにどういう手段でそ

こに行けるのか、そんな二次交通やその周辺地域の魅力というものが一番ですとい
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うことなので、そういうもののブラッシュアップと言いましょうか、磨き上げるみ

たいなことをしていかなければならないということではないかと思っております。 

そうなりますと、先ほど広域地域と連携していかなければならないということで、

幾ら大空町だけで頑張ってもできないブランド化ということで、そういうものの発

信は、やはり面としてもう少し大きい単位で捉えながら取り組んでいく必要がある

のではないかなと、そのように感じております。 

また、私どもの町はいろいろな良い部分がありますけれども、なかなか住んでお

りますと、そのことを見失ってしまう、そういうこともございます。 

改めて、先ほど言いましたように、自信を持っていろんな方に説明ができるよう

な、そういうすばらしい町だという意識も一方で持ちながら、まちづくりというも

のには取り組んでいかなければならないなと感じているところでございます。 

 

◇議  長 １１番 深川議員。 

 

◇深川議員 非常に難しい課題でありまして、少しでもそういった点が線になり、空

港の活用が活性化できればと、また、民営化も進められており、大空町という知名

度を考えた中で、今まさに札幌市にあります丘珠空港は知名度が低いと、名称変更

しようかと、そういった問題にもなっているわけでございますけれども、それに劣

らず女満別空港という知名度も意外と低い可能性もあります。 

名称変更するというそういった問題ではなく、いかにアピール、ブランド化をし

て行くかということも含め、先ほど町長の答弁の中に内側の目線から外側の目線と

いうこと、１番大事なことでありまして、これからは、目線はもちろん内に向けて

も必要ですけれども、より一層の外に向けた目線と、そして、質問を最後にいたし

ますけれども、残されました事業の心配な項目、そういったものを含め、キープオ

ンゴーイングという守りながら進めて行くという、やはり守りばかりではならない

と思います。 

進めることも大事だと思いますので、町長の次期に期待を込めて質問を終わらせ

ていただきます。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 先ほど私、空港が良いから人が来るということではないと言っておりま

した。一方では、ちょっと違う見方もありまして、現在の例えば新千歳空港などは、

お客様として空港利用者でない方もあそこに行って１日遊んで帰って来られるとい

う方も多いようでございます。 

温泉もあります。マッサージ施設もあると聞いておりますし、映画館もさらには
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様々なアミューズメントゾーンがあったり買物ができる、食も北海道の食が集まっ

ている。 

そういうことを考えますとなかなかすごい所だなと、一つ空港という従来の考え

方では造れるものではないのではないかなと思っております。 

昔の話なって恐縮ですが、女満別町時代に空港周辺整備プロジェクト構想という

ものを掲げたときがございました。 

そのときには、女満別空港とＪＲの駅を結び付けようと、さらには植物園を造ろ

う、温泉を掘ろう、屋台村を形成しよう、さらには航空ミュージアムをあの中に設

置しよう、そして単に交通の要所だけではなくて、女満別空港そのものをアミュー

ズメントパーク化しようという構想を持ったわけでありますけれども、一体誰がお

金を出すんだと、一体どうやって整備するんだというところで財源的に厳しい時代

でありましたので、なかなか構想は練りましたけれども、そこのところの実現とい

うものはできずに、また、大空町になって以降、正直言いまして、その構想は、お

蔵入りにしたところでございます。 

それよりも、もう少し足元を見て、いろんなところの経費節減だとか、財政の立

て直しをしようということでありましたけれども、場合によっては、今言ったよう

な夢のあるそういうところをもう一度蔵から出して、そういうものを掲げて一つの

目標として取り組んでいく、そんなまちづくりも必要ではないかと思っているとこ

ろでございます。 

今回は、いろいろな視点から、そのブランド化でありますとか、あわせて地域の

知名度を上げる。それは地域をもっともっと見詰め直して、その個性というものを

高める、そういうまちづくりをしていくべきだとの御指摘かと思っております。そ

んな中で、今回はまた激励もいただいたところでございます。 

そういった御意見を踏まえながら今後の対応について、去就についても考えてま

いりたいと思っております。 

今日はさまざまな観点からの大空町全体としてのまちづくりについて御質問を頂

戴しましたことに、改めてお礼を申し上げたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

◇議  長 これにて深川曻議員の一般質問を終了します。 

これで一般質問を終わります。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。大変お疲れさまでした。 

 

（閉会 午後０２時５０分） 
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日程第６  議案第67号 大空町特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例制定につ 
           いて 
 
日程第７  議案第68号 大空町教育委員会教育長の給与の特例に関する条例の一部を改正 
           する条例制定について 
 
日程第８  議案第69号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定につい 
           て 
 
日程第９  議案第70号 大空町墓地条例の一部を改正する条例制定について 
 
日程第10  議案第71号 大空町広域穀類乾燥調製貯蔵施設条例制定について 
 
日程第11  議案第72号 平成29年度大空町一般会計補正予算(第6号) 
 
日程第12  議案第73号 平成29年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算(第3号) 
 
日程第13  議案第74号 平成29年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号) 
 
日程第14  議案第75号 平成29年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算(第2号) 
 
日程第15  議案第76号 平成29年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算(第2号) 
 
日程第16  議案第77号 平成29年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算(第2号) 
 
日程第17  議案第78号 平成29年度大空町下水道事業特別会計補正予算(第3号) 
 
日程第18  発議第７号 大空町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条 

例制定について 
 
日程第19  発議第８号 平成30年度畜産物価格決定等に関する要望意見書 
 
日程第20  発議第９号 平成29年度以降「産地交付金」の満額確保などを求める要望意見 
           書 
 
日程第21  発議第10号 持続可能なオホーツク畑作政策と「ばれいしょ増産輪作推進事業」 

の万全の予算確保などを求める要望意見書 
 
日程第22  報告第11号 例月出納検査結果報告について 
 



 

 出 席 説 明 員 の 報 告 
 
１．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   町 長  山 下 英 二   教育委員会委員長  福 田 淳 一 
 
   代 表 監 査 委 員  近 藤 克 郎   農業委員会会長  山 神 正 信 
 
    
 
２．大空町長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   副 町 長  川 口 明 夫   産 業 課 長  佐々木 徳 幸 
 
   会 計 管 理 者  平 田 義 和   産 業 課 参 事  中 村 直 樹 
 
   総 務 課 長  藤 田   勉   建 設 課 長   佐 薙 幸 史 
 
   総 務 課 参 事  林   敏 美   建 設 課 参 事  高 島 清 和 
 
   住 民 課 長  山 本 勝 栄   住 民 福 祉 課 長  星 加 政 志 
  
   福 祉 課 長  南 部   猛   総 務 課 主 査  土 田 康 裕 
 
   福 祉 課 参 事  松 川 一 正    
 
 
３．大空町教育委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   教 育 長  渡 邊 國 夫    
 
   生 涯 学 習 課 長  田 中 信 裕  生 涯学習課参事  田 端 久 剛 
 
 
４．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  作 田 勝 弥 
 
５．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  藤 田   勉 
 
６．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  菊 地 教 男   事 務 局 主 査  石 川 大 樹    
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    平成２９年１２月２０日 
 
                     大空町議会議長  近 藤 哲 雄 
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（開議 午前１０時００分） 

 

    ◎開議宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから平成２９年第４回大空町議会定例会２日目の会議を開きます。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は会議規則第１２７条の規定によって、議長において、３番 原

本哲己議員及び４番 沢出好雄議員を指名します。 

 

    ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

事務局長。 

 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は、１１名全員であります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付していると

おりであります。 

また、職務の都合により、一部に異動がある場合がありますことを御了承願いま

す。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第２ 認定第１号から認定第８号 

◇議  長 日程第２ 認定第１号 平成２８年度大空町一般会計歳入歳出決算認定

についてから認定第８号 平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会計歳入歳出

決算認定についてまでの８件を一括議題とします。 

本件は、平成２９年第３回定例会において、議会閉会中の継続審査事件として、

決算審査特別委員会に審査の付託を行ったものであります。 

したがって、本件の審査結果について、決算審査特別委員会委員長の報告を求め

ます。 

決算審査特別委員会委員長 松田信行議員。 
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◇松田決算審査特別委員会委員長 決算審査特別委員会における審査の結果について

御報告いたします。 

議会提出議案書の１ページ及び３ページを御覧いただきたいと思います。 

平成２９年第３回大空町議会定例会において設置され、当委員会に審査の付託が

ありました事件は、 

認定第１号 平成２８年度大空町一般会計歳入歳出決算認定について 

認定第２号 平成２８年度大空町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

認定第３号 平成２８年度大空町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

認定第４号 平成２８年度大空町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定に

ついて  

認定第５号 平成２８年度大空町介護サービス事業勘定特別会計歳入歳出決算認

定について 

認定第６号 平成２８年度大空町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

認定第７号 平成２８年度大空町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

認定第８号 平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

の８事件であります。 

去る１０月２５日、当議会議事堂におきまして審査のための特別委員会を開催し、

町長を初め関係職員の出席を求めて、慎重に審査の結果、委員会審査報告書のとお

り日程第１号から認定第８号までの８事件全て、原案のとおり認定すべきと決定い

たしました。 

以上、当委員会に付託された事件の審査経過と結果を申し上げ、大空町議会会議

規則第７７条の規定による報告といたします。 

 

◇議  長 別に発言もないようですので、これから採決します。 

お諮りします。認定第１号から認定第８号までの８件を一括して採決したいと思

います。 

 これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、そのように決定しました。 

これから、認定第１号 平成２８年度大空町一般会計歳入歳出決算認定について

から認定第８号 平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定
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についてまでの８件を一括して採決します。 

お諮りします。認定第１号から認定第８号までの８件の決算に対する委員長の報

告は認定とするものであります。 

この８件の決算は、委員長の報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第１号 平成２８年度大空町一般会計歳入歳出決算認定につい

てから認定第８号 平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会計歳入歳出決算認

定についてまでの８件の決算については、認定することに決定しました。 

 

    ◎日程第３ 議案第６４号 

◇議  長 日程第３ 議案第６４号指定管理者の指定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

佐々木産業課長。 

 

◇産業課長 議案書１ページをお開きください。 

「議案第６４号 指定管理者の指定について 

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、指定管理者を次のとおり指定し

たいので議会の議決を求める。 

平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二 

記 １ 施設の名称等 大空町女満別昭和９６番地１ メルヘン公園 

２ 指定管理者の名称等 大空町女満別昭和９６番地１ 一般財団法人めま

んべつ産業開発公社 理事長 濱名敏之 

３ 指定の期間 平成３０年４月１日から平成３４年３月３１日まで」の４

年間となっております。 

メルヘン公園につきましては、町民及び都市住民が農業体験を通して交流を深め

るとともに、農畜産物の加工、研究活動の機会を創造し、地域の活性化と農業振興

を図ることを目的に平成１３年４月に開設しております。 

この施設につきましては、平成１８年度から指定管理者制度を導入いたしまして、

本年度で３期１２年を迎えております。 

現行の指定管理期間が来年３０年３月３１日までで満了いたしますが、これまで

指定管理者としております一般財団法人めまんべつ産業開発公社が施設の管理のノ

ウハウやメルヘン公園の設置目的を達成すべく職員体制も整えられており、また、

利用者が満足する住民サービスなどを提供してきた実績や管理運営を安定して行う

ための有識者も有しており、施設の設置目的を効果的かつ効率的に達成することが

見込まれますことから、大空町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条
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例第５条の規定に基づき、公募によらず指定管理者の候補者として選定したもので

ございます。 

今回、大空町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第７条の規定

に基づき、指定管理者の指定を行うため、議会の議決を求めるものでございます。 

なお、施設の概要等につきましては、参考資料１ページに掲載してございますの

で、御覧いただきたいと思います。 

以上、提案理由を申し上げましたので、御審議賜りますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第６４号 指定管理者の指定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６４号 指定管理者の指定については、原案のとおり可決さ

れました。 

 

    ◎日程第４ 議案第６５号 

◇議  長 日程第４ 議案第６５号 指定管理者の指定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

佐々木産業課長。 

 

◇産業課長 議案書３ページをお開きください。 

「議案第６５号 指定管理者の指定について 

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、指定管理者を次のとおり指定し

たいので議会の議決を求める。 

平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二。 

記 １ 施設の名称等 大空町女満別本通３丁目１０番地 女満別地域振興会館 
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２ 指定管理者の名称等 大空町女満別本通３丁目２番７号 大空町商工会

会長 鈴木康悦 

３ 指定の期間 平成３０年４月１日から平成３３年３月３１日まで」の３

カ年となっております。 

女満別地域振興会館につきましては、町民の地域的な連帯感を醸成するとともに、

町民参加による特色ある産業、文化の創造を促進することを目的に昭和５８年１２

月に開設しております。 

この施設につきましては、平成１８年度から指定管理者制度を導入いたしまして、

本年度で４期１２年を迎えております。現行の指定管理期間が来年３月３１日で満

了いたしますが、これまで指定管理をしております大空町商工会が長年蓄積してき

ました施設の管理や運営のノウハウを今後も活用することによって、施設の設置目

的を効果的かつ効率的に達成することが見込まれますことから、大空町公の施設に

係る指定管理者の指定手続等に関する条例第５条の規定に基づき、公募によらず指

定管理者の候補者として選定したものでございます。今回、大空町公の施設に係る

指定管理者の指定手続等に関する条例第７条の規定に基づき、指定管理者の指定を

行うため、議会の議決を求めるものでございます。 

なお、参考資料３ページに関連資料を添付してございますので、御覧いただきた

いと思います。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたので、よろしく御審議賜りますようお願

い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり）  

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第６５号 指定管理者の指定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり）  

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６５号 指定管理者の指定については、原案のとおり可決さ
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れました。 

 

    ◎日程第５ 議案第６６号 

◇議  長 日程第５ 議案第６６号 指定管理者の指定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

田端生涯学習課参事。 

 

◇生涯学習課参事 議案書５ページをお開きください。 

「議案第６６号 指定管理者の指定について 

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、指定管理者を次のとおり指定し

たいので議会の議決を求める。 

平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二。 

記 １ 施設の名称等 大空町女満別西４条４丁目６４番地１ 女満別伝承館 

２ 指定管理者の名称等 大空町女満別西４条４丁目１番６号 社会福祉法

人大空町社会福祉協議会 会長 鈴木武昭 

３ 指定の期間 平成３０年４月１日から平成３３年３月３１日まで」の３

年間となっております。 

女満別伝承館は、町民の生活、文化の向上と伝承芸術、文化の創作活動を促進し、

住民福祉の増進に寄与するため、平成１１年１０月に設置された施設でございます。 

指定管理者の指定の手続に当たりましては、大空町公の施設に係る指定管理者の

指定手続に関する条例第５条第１項第１号の規定により、同施設に事務所があり職

員が常駐していることから、効果的な管理が見込まれることにより、公募によらず、

社会福祉法人大空町社会福祉協議会を指名したところでございます。 

現行の指定管理の期間が来年３月で満了することから、社会福祉法人大空町社会

福祉協議会につきまして、現行の指定管理者であり、当該施設の運営管理の経験が

あり、豊富な実績もあり、施設の設置目的を効果的、効率的に達成することができ

る見込みであること、利用者が安全安心な利用となるよう運営が見込まれることか

ら、指定管理者選定委員会の審査を得て選定したところでございます。 

指定管理者の指定に関する条例第７条の規定により、今回議会の議決を求めるも

のでございます。 

なお、参考資料５ページに業務の内容、施設の概要等につきまして掲載しており

ますので、御覧いただければと存じます。 

以上、提案理由を御説明申し上げましたので、御審議賜りますようよろしくお願

いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 
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質疑はありませんか。 

 （「なし」の声あり）  

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なし認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第６６号 指定管理者の指定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６６号 指定管理者の指定については、原案のとおり可決さ

れました。 

 

    ◎日程第６ 議案第６７号 

◇議  長 日程第６ 議案第６７号 大空町特別職の給与に関する条例の一部を改

正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

藤田総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の７ページになります。 

「議案第６７号 大空町特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついて 

このことについて、別紙のとおり提出する。 

平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二」 

議案書の９ページは、改正条例となっております。改正の内容につきましては、

定例会参考資料にて説明しますので、参考資料の７ページをお開き願います。 

議案第６７号関係、大空町特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例の概

要です。平成２９年８月に民間給与と公務員との比較により生じている格差を是正

するため人事院勧告が行われ、それを受けまして、町長、副町長の期末手当を同様

に引き上げを行うものであります。人事院勧告では、平成２９年度から年間の支給

月数を０．１カ月引き上げ、年間４．４カ月とするもので、関係する条例の条項に

つきましては、第４条第２項に規定する期末手当の支給割合を改正するものであり

ます。 
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２９年度は、１２月期の支給割合を２．２２５カ月から２．３２５カ月とするも

ので、条例の施行日は、公布の日からとなりますが、その適用を平成２９年１２月

１日とするものであります。３０年度からは、通常の支給割合とするため、６月期

を２．１２５カ月、１２月期を２．２７５カ月とし、合計４．４カ月とするもので、

３０年４月１日からの施行となります。 

８ページ、９ページには新旧対照表を掲載しておりますので、御参照を願います。

以上、提案理由につきまして御説明申し上げましたので、御審議くださいますよ

うよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり）  

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第６７号 大空町特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例

制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６７号 大空町特別職の給与に関する条例の一部を改正する

条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第７ 議案第６８号 

◇議  長 日程第７ 議案第６８号 大空町教育委員会教育長の給与の特例に関す

る条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

藤田総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の１１ページになります。 

「議案第６８号 大空町教育委員会教育長の給与の特例に関する条例の一部を改

正する条例制定について  
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このことについて別紙のとおり提出する。 

平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二」 

議案書の１３ページは改正条例となっております。 

改正の内容につきましては、定例会参考資料にて説明しますので、参考資料の１

１ページをお開き願います。 

議案第６８号関係、大空町教育委員会教育長の給与の特例に関する条例の一部を

改正する条例の概要です。 

議案第６７号と同様に人事院勧告を受けまして、教育長の期末手当を引き上げる

ものであります。 

第４条につきましては、２９年度以降の期末手当の支給割合を規定しておりまし

たが、２９年度のみの支給割合とし、１２月期を２.２２５カ月から２．３２５カ月

とし、年間支給月数を４．３カ月から４．４カ月とするもので、条例の施行日は、

公布の日からとなりますが、その適用を平成２９年１２月１日とするものでありま

す。 

第５条を新設し、３０年度６月期の支給を通常の支給割合とするため、６月期を

２．０７５カ月から２．１２５カ月とし、１２月期以降の支給については、地方教

育行政制度改革に伴う新教育長の就任となることから、大空町特別職の給与に関す

る条例の適用を受けるため、この条例においては規定しないものであります。 

条例の施行日は、３０年４月１日からとなります。 

１２ページ、１３ページには新旧対照表を掲載しておりますので、御参照願いた

いと思います。 

以上、提案理由につきまして説明申し上げましたので、御審議くださいますよう

よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第６８号 大空町教育委員会教育長の給与の特例に関する条例の一

部を改正する条例制定についてを採決します。 
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お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６８号 大空町教育委員会教育長の給与の特例に関する条例

の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第８ 議案第６９号 

◇議  長 日程第８ 議案第６９号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

藤田総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の１５ページになります。 

「議案第６９号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて 

このことについて、別紙のとおり提出する。 

平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二」 

議案書の１７ページから２１ページにかけましては、改正条例となっております。 

改正の内容につきましては、定例会参考資料にて説明しますので、参考資料の１

５ページをお開き願います。 

議案第６９号関係、大空町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の概要

です。議案第６７号、６８号と同様に、民間給与と公務員の格差を是正するため、

人事院勧告が行われ、給与改定を行うものであります。 

給料ですが、関係条例は、別表第１の給料表で、民間との比較で公務員の給料が

下回っていることから、平均で０．２％、改定額は、初任給及び若年層で１，００

０円、その他は４００円を基本とした改定となります。 

施行期日は、条例公布の日からですが、平成２９年４月１日から適用となります。 

次に勤勉手当ですが、関係条例は第２０条第２項 民間の支給実績との比較で公

務員が下回っていることから、第１号の再任用職員以外の職員は、２９年度１２月

期の支給割合を０.８５カ月から０．９５カ月とし、年間支給月数を１．７カ月から

１．８カ月とするもので、条例の施行日は、公布の日からとなりますが、２９年４

月１日からの適用となるものであります。 

また、３０年度からは、通常の支給割合とするため、６月期、１２月期とも０．

９カ月とし、合計１．８カ月とするもので、３０年４月１日からの施行となります。 

同じく、第２号の再任用職員については、２９年度は１２月期の支給割合を０.４

カ月から０．４５カ月とし、年間支給月数を０．８カ月から０.８５カ月とするもの
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で、条例の施行は、公布の日からとなりますが、２９年４月１日から適用とするも

のであります。 

また、３０年度は、通常の支給割合とするため、６月期、１２月期とも０．４２

５カ月とし、合計０．８５カ月とするもので、３０年４月１日からの施行となりま

す。 

１６ページから２１ページまで、新旧対照表を掲載しておりますので御参照願い

ます。 

以上、提案理由につきまして説明申し上げましたので、御審議くださいますよう

よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第６９号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制

定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６９号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第９ 議案第７０号 

◇議  長 日程第９ 議案第７０号 大空町墓地条例の一部を改正する条例制定に

ついてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

山本住民課長。 

 

◇住民課長 議案書の２３ページでございます。 

「議案第７０号 大空町墓地条例の一部を改正する条例制定について 

このことについて、別紙のとおり提出する。 
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平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二」 

２５ページにつきましては、改正条例でございます。 

改正の内容につきましては、定例会参考資料で御説明申し上げますので、２３ペ

ージをお開き願います。 

議案第７０号関係、大空町墓地条例の一部を改正する条例新旧対照表であります。 

町内の墓地の現況におきましては、特に女満別市街共同墓地につきましては１，

２８２区画ある内、使用区画が１，１３９区画、未使用が１４３区画であります。 

東藻琴市街共同墓地につきましては、７９３区画の内、使用が７３０区画、未使

用が６３区画、申請につきましては、毎年１、２件でございます。 

また、返納につきましては、毎年１０件から１６件という返納の数字でございま

す。 

今回の改正理由につきましては、各共同墓地の使用者の資格につきましては、現

在の条例には明記されておりませんでしたか、町民個人からの申し込みを主として

おりました。 

近年、改装で区画に空きが目立ちまして、各お寺におきましては、敷地内の墓苑

が少なくなっており、共同墓地の使用要望もあることから、町内の宗教法人に使用

を拡充するため、使用者の資格を明記するものです。 

もう一つとしましては、墓地使用権者の死亡等で使用権利を継承する相続人等が

町外に住所がある方が増えてきている実態を考慮しまして、町外に住む使用権利を

継承する相続人、親族、縁故者を使用者とすることを明記しようとするものであり

ます。 

２３ページ目の左の改正後の条例でございますが、第２条の次に使用者の資格を

追加するものです。 

第２条の２ 墓地を使用できる者は、次の各号のいずれかに掲げる者とする。 

ただし、町長が特別の理由があると認めたときは、町外に住所を有する者に対し

ても使用を許可することができる。 

（１）として、町内に住所を有する者、（２）町外に住所を有し墓地の使用権利

を承継する相続人、親族又は縁故者、（３）町内に住所を有する宗教法人、以上を

追加しようするものです。 

附則につきましては、この条例は公布の日から施行しようとするものです。 

以上、提案内容につきまして御説明申し上げました。よろしく御審議くださいま

すようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第７０号 大空町墓地条例の一部を改正する条例制定についてを採

決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７０号 大空町墓地条例の一部を改正する条例制定について

は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１０ 議案第７１号 

◇議  長 日程第１０ 議案第７１号 大空町広域穀類乾燥調製貯蔵施設条例制定

についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

佐々木産業課長。 

 

◇産業課長 議案書の２７ページをお開きください。 

「議案第７１号 大空町広域穀類乾燥調製貯蔵施設条例制定について 

このことについて、別紙のとおり提出する。 

平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二」 

議案書２９ページを御覧ください。平成２８年度から整備を進めております大空

町広域穀類乾燥調製貯蔵施設か来年２月末に完成する予定でありますことから、当

該施設に係る条例を制定するものでございます。 

条例の内容について説明申し上げます。 

第１条 設置でございますが、オホーツク地区の主要農産物である穀類の生産性

の向上を促進し、安定的な供給量の確保と品質を維持できる生産流通体制の確立を

図り、もって基幹産業である農業の持続的な発展と、その基盤たる農村の振興に寄

与することを目的として、広域穀類乾燥調製貯蔵施設を設置するものでございます。 

第２条 名称及び位置でございますが、名称は大空町広域穀類乾燥調製貯蔵施設

で、１、穀類乾燥調製棟、２、豆類製品貯蔵棟、３、計量棟とし、位置は、大空町

女満別中央２７１番地の１１他としております。 
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第３条 対象でございますが、施設を使用できる者は、第１条の目的を達成しよ

うとする者、または町長が施設の運営上支障のない範囲で適当と認める者のいずれ

かに該当するものとしております。 

第４条は、使用の許可、第５条は、使用の制限を規定しております。 

使用料につきましては、第６条に規定しております。別表の使用料で定めている

もので、３２ページ下段の別表を御覧いただきたいと思います。 

施設使用料として、豆類が１キログラム当たり３８円以内、米が１キログラム当

たり２７円以内で、料金に上限を設けることとしております。 

３０ページを御覧ください。第７条になりますが、使用料の還付について規定し

ております。 

第８条から３１ページ第１４条までは、使用者における使用目的外使用等の禁止、

使用許可の取り消し等、また、特別な設備等の制限、原状回復義務などを規定をし

ております。施設の適正な管理に努めることとしているものでございます。 

第１５条から３２ページの第１７条につきましては、指定管理者に関する規定と

なっております。 

まず、３１ページ上段の第１５条では、施設の管理運営上必要と認めるときは、

指定管理者に管理を行わせることができるものとし、第２項の表のとおり、条文や

語句の読替規定を設けております。 

第１６条では、指定管理者に管理を行わせる場合の利用料金の取り扱いなどにつ

いて規定し、３２ページの第１７条には、指定管理者が行う業務につきまして規定

をしております。 

附則といたしまして、第１項に、この条例は、公布の日から起算して１年以内を

超えない範囲において規則で定める日から施行するものとし、第２項で施設の利用

に係る募集、申請、その他利用のために必要な準備行為及び指定管理者の指定のた

めに必要な準備行為は、この条例の施行前にも行うことができる規定としておりま

す。 

なお、施行規則につきましては、お手元に配付しております参考資料、２５ペー

ジから２９ページに掲載しております。 

規則では条例の施行に関し必要な事項を定めており、使用の許可の申請、許可、

使用者の遵守事項等を規定しております。御覧いただきたいと思います。 

以上、条例制定の提案理由につきまして御説明申し上げましたので、よろしく御

審議賜りますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第７１号 大空町広域穀類乾燥調製貯蔵施設条例制定についてを採

決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７１号 大空町広域穀類乾燥調製貯蔵施設条例制定について

は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１１ 議案第７２号 

◇議  長 日程第１１ 議案第７２号 平成２９年度大空町一般会計補正予算（第

６号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

藤田総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の３３ページになります。 

「議案第７２号 平成２９年度大空町一般会計補正予算（第６号） 

平成２９年度大空町一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，８

３６万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８５億４，３９０万

７，０００円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。 

（債務負担行為の補正）第２条 債務負担行為の追加は、第２表 債務負担行為

補正による。 

（地方債の補正）第３条 地方債の変更は、第３表 地方債補正による。 

平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二」 

３５ページをお開き願います。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

９款 地方特例交付金に４０万６，０００円を追加、１４款 国庫支出金に１，
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１７１万７，０００円を追加、１５款 道支出金に６０８万５，０００円を追加、

１６款 財産収入に１２万円を追加、１７款 寄附金に３００万円を追加、１８款 

繰入金に２，７５４万円を追加、２０款 諸収入に２６９万６，０００円を追加、

２１款 町債から３２０万円を減額、歳入合計は４，８３６万４，０００円を追加

し、８５億４，３９０万７，０００円とするものです。 

３６ページになります。歳出です。 

１款 議会費に２３万１，０００円を追加、２款 総務費に７９１万円を追加、

３款 民生費に２，２９７万８，０００円を追加、４款 衛生費に１６万６，００

０円を追加、６款 農林水産業費に４６１万３，０００円を追加、８款 土木費か

ら３７１万９，０００円を減額、９款 消防費に１９１万１，０００円を追加、１

０款 教育費に６１９万円を追加、１３款 職員給与費に８０８万４，０００円を

追加、歳出合計は４，８３６万４，０００円を追加し、歳入合計と同額とするもの

であります。 

３７ページになります。 

第２表 債務負担行為補正、１追加です。 

認定こども園整備事業は、認定こども園の開設に向けて運営形態の検討と子ども

園の運営に関する方針の策定などの支援について業務を委託するもので、期間 平

成３０年度から３１年度まで、限度額 ３７０万６，０００円を追加するものであ

ります。 

３８ページになります。第３表 地方債補正、１変更です。 

満照寺通り線整備事業債は、限度額１，５００万円から４０万円減額し１，４６

０万円に、橋梁維持管理事業債は、限度額３，３６０万円から２８０万円減額し３，

０８０万円に変更しています。 

事業費の確定により減額するものであります。いずれも起債の方法、利率、償還

の方法に変更はありません。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明ですが、歳出から説明しますので、

４６ページ、４７ページをお開き願います。 

１款１項１目 議員報酬及び期末手当等の３節 議員期末手当２３万１，０００

円追加しています。期末手当の改定に伴うものであります。 

２款１項１目 行政事務情報化事業の１３節 社会保障・税番号制度関連システ

ム構築委託料に、３２０万３，０００円追加しています。女性が活躍できる社会を

実現させる取り組みの一つとして、希望者に対しマイナンバーカード等へ旧姓を併

記できるようにすること、また、特定個人情報データの様式が変更となったことに

伴い、システムの改修が必要となったため追加するものであります。 

６目 公有財産管理費の１２節 自動車保険料に１万４，０００円、公有物件災

害共済保険料１４万７，０００円追加しています。広域穀類乾燥調製貯蔵施設が２
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月に完了することに伴い、自動車及び建物に係わります保険料について追加するも

のであります。 

７目 企画振興一般事務費の１３節 網走刑務所住吉作業所用地利活用検討業務

委託料１３６万１，０００円追加しています。住吉作業所を活用して、どのような

事業を展開できるかなど、検討に必要な基礎調査を行うため追加するものでありま

す。 

同じく生活路線バス運行維持対策補助金の１９節 補助金に８２万９，０００円

追加しています。運行に要します経費の増加に伴い、網走バス株式会社が運行して

います網走・美幌間分が増額となるものであります。 

同じく住替え促進事業の８節 住替え促進奨励金に１０万円、１９節 住替え促

進助成金に１５６万６，０００円追加しています。空き家物件の売買、改修等の実

績、また、今後も増加が見込めるため追加するものであります。 

同じく地域振興施設整備事業の１８節 管理備品に６９万円追加しています。昼

食時や多人数の会食時の混雑を解消するため、調理した料理を保温できるワゴンを

購入するものであります。 

３款１項２目 介護保険事業特別会計繰出金の２８節 介護保険事業勘定特別会

計繰出金に５４９万１，０００円追加しています。第７期介護保険制度の開始に伴

うシステムの改修等、システムの更新に必要な一般会計からの繰り出し分でありま

す。 

同じく介護サービス事業勘定特別会計繰出金に７万１，０００円追加しています。 

議案第６９号でお認めいただきました人事院勧告により職員給与条例の改正に伴

う職員の人件費の補正に係る一般会計からの繰出分であります。 

同じく後期高齢者医療特別会計繰出金の２８節 繰出金から１２万９，０００円

減額しています。後期高齢者医療の保険料の増加に伴い、繰出金が減額となるもの

です。 

３目 心身障害者福祉事業の１９節 心身障害者等交通費助成金に８２万１，０

００円追加しています。障害等により通院や訓練などに要する交通費の助成を行う

もので、新規の対象者が増えていることなどから追加するものであります。 

４８ページ、４９ページをお開き願います。 

同じく障害者総合支援事業の１３節 障害者福祉システム改修委託料に１０８万

６，０００円追加しています。３０年度の法改正により報酬単価が改定されるため、

システムの改修が必要となったことから追加するものであります。 

２０節 障害者介護訓練等給付費に１，０７４万４，０００円、障害児給付費に

１６８万４，０００円追加しています。利用回数や利用者の増加に伴い追加するも

のであります。 

４目 東藻琴老人福祉センター管理運営費の１４節 自動体外式除細動器借上料
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に１万６，０００円追加しています。施設に設置してあります機器本体の耐用期限

が過ぎていることから、機器を借上げるため追加するものであります。 

このほか１４の施設、学校等におきましても、１４節 自動体外式除細動器借上

料に補正予算を計上しており、同様の理由によるものでありますことから、以降の

説明につきましては省略をさせていただきますので、御理解を賜ります。 

同じく１５節 給湯加温ポンプ取替工事に５０万６，０００円追加しています。

水道水を熱交換器で加温し、ボイラーに送るポンプが故障したため取替えが必要と

なり追加するものであります。 

６目 重度心身障害者医療費助成事業の２３節 前年度北海道医療給付事業負担

金返還金に１万１，０００円追加しています。２８年度事業の精算により道負担金

返還のため追加するものであります。 

２項２目 広域入所事業の１３節 広域入所委託料２１３万７，０００円追加し

ています。利用者の増加により追加するものであります。 

４目 認定こども園整備事業の１３節 運営形態検討及び支援業務委託料に５４

万円追加しています。第２表 債務負担行為補正で説明しましたが、認定こども園

の開設に向けて、運営形態の検討と運営に関する方針の策定などの支援について、

業務を委託するため追加するものであります。 

４款１項３目 簡易水道事業特別会計繰出金の２８節 繰出金に１６万６，００

０円追加しています。職員給与条例の改正に伴う職員人件費の補正に係る一般会計

からの繰り出し分であります。 

６款１項３目 経営所得安定対策事業の１９節 機構集積協力金に６８万円追加

しています。離農する農業者が借り受け希望者の経営農地に隣接する農地を農地中

間管理機構に貸し付けた場合に交付される協力金で、対象となる事案が発生したた

め追加するものであります。 

同じく下段の広域穀類乾燥調製貯蔵施設整備事業の１１節 光熱水費に２４３万

円、５０、５１ページをお開き願います。１２節 電気保安点検料に７万円を追加

しています。施設の整備が２月に完了することに伴い、電気料及び点検料が必要と

なるため追加するものであります。 

５目 農業用施設維持補修事業の１３節 開陽地区農業用排水路用地測量委託料

から４７万６，０００円、１７節 用地買収費から１０万円減額しています。町で

排水路の整備を予定しておりましたが、地域より道営事業での整備要望があったこ

とから、事業を取り止めたため減額するものであります。 

７目 古梅地区基幹水利施設管理事業の１９節 オホーツク東部広域農業水利管

理協議会負担金に２２４万５，０００円を追加しています。古梅ダムの施設点検に

おいて、取水ゲートなどの操作盤の改修が必要となり、２９年度での補助の目途が

ついたことから追加するものであります。 
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同じく小規模土地改良事業の１５節 農地保全整備工事に５５万６，０００円追

加、１８節 動力盤から８６万円減額しています。排水ポンプと接続する動力盤を

備品として購入するため、１８節に計上しておりましたが、動力盤の製作が必要な

ことから、１５節の工事費に科目を変更するものであります。金額につきましては、

再積算を行い減額となるものであります。 

２項１目 林業総務一般事務費の１９節 森林整備担い手対策推進事業負担金に

２万円追加しています。森林整備の担い手であります林業労働者の確保を図るため、

労働者、事業主、北海道、市町村が負担し合い、労働日数に応じた奨励金を支給す

る事業の負担金で、見込みより労働日数が増え、奨励金の支給額が増加となること

から追加するものであります。 

８款２項２目 町道維持補修事業の１７節 用地買収費に８，０００円追加して

います。町道開陽中央線の冬期間の吹き溜り解消のため、用地購入について補正予

算を計上しておりましたが、地目の見直しにより増額となるため追加するものであ

ります。 

４目 橋梁補修等事業の１３節 橋梁補修設計委託料から１４２万４，０００円

減額、道路附属物点検事業の１３節 道路構造物点検業務委託料から５６万５，０

００円減額、満照寺通り線道路附属整備事業の１５節 歩道新設工事から３３万円

減額しています。事業費の確定によるものであります。 

４項１目 下水道事業特別会計繰出金の２８節 繰出金から１４０万５，０００

円減額しています。職員給与条例の改正に伴う職員人件費の補正に係る一般会計か

らの繰り出し分が１２万３，０００円増額、また調査測量設計委託料の確定等に伴

い１５２万８，０００円が減額となり、差し引き１４０万５，０００円が減額とな

るものであります。 

９款１項２目 網走地区消防組合大空消防署費負担金の１９節 ５２ページ、５

３ページをお開き願います。負担金に１９１万１，０００円追加しています。職員

給与条例の改正に伴う消防職員の人件費に係る負担金であります。 

１０款１項２目 子ども未来づくり教育基金積立金に３００万円追加しています。

未来を担う子どもたちを育む事業への寄附があったことから、基金へ積み立てるも

のであります。 

２項１目 女満別小学校管理費の１３節 立木伐採委託料に１５５万８，０００

円追加しています。女満別小学校東側に有ります立木の枝が通学路へ覆い被さって

いるなど危険が樹木があることなどから、伐採、間引きをするため追加するもので

あります。 

２目 要保護・準要保護児童就学援助費の２０節 扶助費に２８万５，０００円、

同じく中学校費の３項２目 要保護・準要保護生徒就学援助費の２０節 扶助費に

５２万２，０００円、それぞれ追加しています。次年度、小学校及び中学校へ入学
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する児童・生徒がいる要保護・準要保護世帯に入学準備金として援助費を早期に支

給するため、小学校費では７件分２８万５，０００円、中学校費では１１件分５２

万２，０００円を追加するものであります。 

５４、５５ページをお開き願います。 

７項１目 体育振興補助金の１９節 補助金６５万円追加しています。町民が全

国、全道大会へ参加する経費の一部を助成していますが、全国、全道大会への参加

が増えているため追加するものであります。 

１３款１項１目 職員給与費の２節 一般職給に８５万３，０００円、３節 職

員手当等の特別職の期末手当１３万４，０００円、教育長職の期末手当に５万５，

０００円、一般職手当に総額４７５万９，０００円、４節 共済金に総額２０８万

円、１９節 負担金に総額２０万３，０００円追加しています。 

特別職、教育長職、一般職の給与条例の改正に伴う人件費の追加に合わせまして、

一般職につきましては、標準報酬月額が変更となった職員がおりますので、共済費

負担金が合わせて追加となっております。 

続きまして、歳入の説明をしますので、４２ページ、４３ページをお開き願いま

す。 

９款１項１目１節 地方特例交付金に４０万６，０００円追加しています。交付

金の額の確定に伴い追加するものであります。 

１４款１項２目３節 障害者介護給付費等負担金に５３７万２，０００円追加し

ています。障害者介護訓練等給付費の増加に伴い、国の負担金が追加となるもので

あります。 

同じく障害児入所給付費等負担金に８４万２，０００円追加しています。障害児

給付費の増加に伴い、国の負担金が追加となるものであります。 

４節 広域入所事業負担金に６７万６，０００円追加しています。広域入所に係

る委託料の増加に伴い、国の負担金が追加となるものであります。 

２項１目１節 社会保障・税番号制度システム整備費補助金に２５３万円追加し

ています。社会保障・税番号制度の改定に伴い、システム改修に要する国の補助金

が追加となるものであります。 

２目１節 障害者総合支援事業費補助金に５４万３，０００円追加しています。

法改正に伴い障害者福祉システムの改修に要する国の補助金が追加となるものであ

ります。 

４項１目１節 橋梁補修等事業交付金に１９２万円追加しています。橋梁補修等

事業に係る交付金の追加配当があったため追加するものであります。 

同じく道路附属物点検事業交付金から１６万６，０００円減額しています。事業

費の確定により減額となるものであります。 

１５款１項１目１節 後期高齢者医療保険基盤安定負担金に３７万４，０００円
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追加しています。保険料の確定に伴い、低所得者等が受ける軽減措置の対象者が増

加したため、道の負担金が追加となるものであります。 

３節 障害者介護給付費等負担金に２６８万６，０００円追加しています。障害

者介護訓練等給付費の増加に伴い、道の負担金が追加となるものであります。 

同じく障害児入所給付費等負担金に４２万１，０００円追加しています。障害児

給付費の増加に伴い、道の負担金が追加となるものであります。 

４節 広域入所事業負担金に５７万８，０００円追加しています。広域入所に係

る委託料の増加に伴い道の負担金が増加となるものであります。 

２項４目１節 古梅地区基幹水利施設管理事業補助金１３４万６，０００円を追

加しています。古梅ダムの施設、操作盤の改修に伴う道の補助金を追加するもので

あります。 

同じく機構集積協力金に６８万円追加しています。離農する農業者が借り受け希

望者の経営農地に隣接する農地を農地中間管理機構に貸し付けた場合に交付される

道からの協力金を追加するものであります。 

１６款２項１目１節 立木売払代に１２万円追加しています。女満別小学校の立

木伐採に伴う売り払い代を追加するものであります。 

１７款１項１目１節 一般寄附金に３００万円追加しています。１件３００万円

の寄附をいただいたものてあります。 

１８款１項１目１節 財政調整基金繰入金に２，５７９万７，０００円追加して

います。今回の財源調整のため追加するものであります。 

４４、４５ページをお開き願います。 

４目１節 公共施設等整備基金繰入金から８４万８，０００円減額しています。

財源充当を予定しておりました農地保全整備工事、橋梁補修等事業の減額に伴うも

のてあります。 

５目１節 地域振興基金繰入金に２０５万１，０００円追加しています。網走刑

務所住吉作業所用地利活用検討業務委託、地域振興施設の備品購入に充てる財源と

して繰り入れるものであります。 

７目１節 子ども未来つくり教育基金繰入金に５４万円追加しています。認定こ

ども園整備事業における運営形態検討及び支援業務委託に充てる財源として繰り入

れるものであります。 

２０款４項１１目１節 農業振興負担金に２６６万１，０００円追加しています。

広域穀類乾燥調製貯蔵施設の完了に伴い、建物、自動車の保険料、電気料等の追加

に伴う負担金が増額となるものであります。 

同じく過年度土砂流出復旧事業負担金に３万５，０００円追加しています。平成

１６年度に発生しました土砂流出事故の復旧事業を町が実施しており、その経費の

一般財源分について、債権として予算計上するため追加するものであります。 
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２１款 町債につきましては、第３表で説明したとおりですので、説明を省略さ

せていただきます。 

以上、補正予算の内容について説明申し上げましたので、御審議くださいますよ

うよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ここで１０分間休憩します。 

 

（休憩 午前１１時０６分） 

（再開 午前１１時１６分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第１１ 議案第７２号の議事を続けます。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

１番 上地議員。 

 

◇上地議員 ２点ほどお聞かせをいただきたいと思います。 

４７ページの２款１項７目１８節 備品購入費についてでありますが、産業建設

文教常任委員会の資料で確認をさせていただいたんですけど、常温保管で４２食と、

これを導入することによって、一般の飲食の利用提供時間も軽減するのではないか

と、団体と宴会仕出しと弁当作りとかにも使うということで、これにより軽減がで

きるのではないかということでしたが、来年のシーズンのときに観光客が来る中で、

これで対応できるのか、お聞かせをいただきたいと思います。 

もう１点、５３ページの１０款２項１目１３節 女満別小学校の管理費の中の１

３節の委託料で、立木伐採委託料１５５万円ですが、伐採することによって夕陽台

側、女満別小学校の正面の歩道に面している部分の樹木に覆われてる部分とかを伐

採することによって支障は改善されるのか。 

この点について２点お聞かせください。 

 

◇議  長 副町長。 

 

◇副町長 ただいま上地議員からの御質問でございます。 

地域振興施設の今回の導入に係る備品の関係でございますけれども、今回、備品

購入に係る分につきましては、ホットフードカートと申しまして、保温庫というこ

とでございます。 

先ほど４２食というふうに言われた部分については、多分、想像で申し訳ござい

ませんが、そちらについては、常温用のカートプレートの方だというふうに思って
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おります。 

今回導入させていただくのは、この温かいものを先に作ってそれを保温して提供

するという内容になってございます。 

この備品の導入によりまして、今、例えば団体客の方が昼間でも夜でも入ったと

きに、先に作り置きをして温かい物を提供するというところの対応でございます。 

ということで一般的な昼食が今、オープン時からかなりの方、数百名の方に帰ら

れているというところの解消にまでは至らないということでございます。 

重ねて申し上げますが、夜の会食と団体に対応するためということで、今考えて

おります。 

今後も指定管理者と協議の上、どちらが整備をするべきものかということは十分

検討しながら町も支援できるところは行って改善に努めたいと、このように考えて

いるところでございます。以上でございます。 

 

◇議  長 生涯学習課参事。 

 

◇生涯学習課参事 御質問のありました女満別小学校内の立木伐採委託料１５５万８，

０００円の関係で御説明を申し上げたいと思います。 

まず場所でございますけれども、女満別小学校から夕陽台に向かう斜面に有りま

す林の伐採を予定してございます。町民の方から歩道上に枝が掛かり、日が落ちる

と真暗になり、子どもたちや町民が歩くのに危ないのではという御指摘がありまし

た。 

この林につきましては、現在の前身の小学校が建設された折に有志によって記念

植樹されたものでございます。当時は遊具等も設置されており、子どもたちが自由

に出入りできる場所となってございました。 

以後、樹木も成長いたしまして自然の樹木も生え、子どもたちもなかなか立ち入

ることができないような状況となってございます。 

今回、伐採する予定といたしましては、歩道上に掛かる枝、または歩道に影響す

るような樹木を整理することとしております。また合わせまして、林内に生えてお

ります自然林のほか、生育が見込めない樹木などを伐採いたしまして、見通しが良

い林とする予定としております。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

６番 松田議員。 

 

◇松田議員 １点だけお願いします。 

４７ページ、今回、網走刑務所に関連して委託料が計上されております。 
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網走刑務所の活用については、町と議会で国に要望書を上げた経過があります。

そして町長の行政報告の中で、１１月１７日でしたか、東京に出向いて協議をなさ

れていると、今回計上されるということは、国との話のやりとりの中で、何か進展

があったからこういう計上になったと思うのですけれども、具体的に御説明を願い

たいと思います。 

 

◇議  長 総務課参事。 

 

◇総務課参事 網走刑務所住吉作業所用地の利活用の検討協議の委託料に関する御質

問でございますけれども、現在、本町の住吉地区にあります網走刑務所の作業所用

地、これをまちづくりに活用して行くということを検討しているところでございま

す。 

この土地につきましては、国が所有する用地でありますことから、関係する省庁

と現在、協議を進めているところでございます。 

国有地を活用するということに当たりましては、その用地を取得あるいは借用、

または所有者であります国と協働した事業展開など、さまざまな手法が考えられる

というふうに考えているところでございます。 

いずれにしましても、今後具体的な取り組みに向けまして、制度上クリアしてい

かなければならないことですとか、手順を整えていくということが必要となるとこ

ろでございます。 

国とは鋭意、どういった活用方法が考えられるのかにつきましても、協議を進め

ているところでありますけども、そういった活用の方法などにつきまして、基礎調

査の業務を委託して行いたいと考えているところでございまして、掛かる経費につ

きまして、今回補正予算として提案をさせていただいているところでございます。 

 

◇議  長 ６番 松田議員。 

 

◇松田議員 今、参事の説明は、そのとおりなんです。国とうちの町のやり取りの中

で進展があったかとか、話の進め方の部分についてもう１回お願いします。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 私から御答弁を申し上げたいと思います。 

私どもが議会の皆様と共に要望書を上げたものは、その用地の払い下げについて

ということでございました。 

しかし、その用地を確定するために多額の測量経費などが掛かるということ、例
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えばそういう課題が一つあると、さらに国としても、その用地の活用というものを

考えてみたいと、そういう御提案がありまして、国と地域と一体となった活用のプ

ランというものを作っていけないか、そんなお話をいただいたところでございます。 

従来は、町が単独でと考えておりましたけれども、国と地方公共団体の私ども、

さらには網走刑務所の方々、さらには昨日お話をいたしましたように東京農業大学

との関わり、そういった方々との関わりの中で、あそこを活用するということにな

りますと、さまざまな制度的な制約が生じる可能性もあります。 

そういったものを前段でクリーンにしたいということで、こういった調査をさせ

ていただこうと考えているところであります。 

進展と言って良いかどうかは微妙なところがありますけれども、動き出したこと

には間違いないと、そのように思っておりますので、それを具体的に町民の皆様や

議会にも御説明をしたいということで、そういった課題点の洗い出し、それから方

向性を具体的にお示しするための調査の経費をこの中でみたいということでござい

ます。 

 

◇議  長 ５番 品田議員。 

 

◇品田議員 １点だけお尋ねしたい。 

一連のＡＥＤの課題についてでございますが、今回こういったことでありますの

で、対応的にはリースということでありますので、リース対応ということは理解し

ております。 

しかしこれは基本的には、僕は２８年に２９年の当初予算で計上すべき内容だっ

たのものでないかというような考え方をしています。というのは一番先に導入した

メルヘン公園が２５年なんです。これはとうに一番先に切れちゃっている。今回、

新聞沙汰になる以前の古い物です。 

そういうことからみて、この問題はこれで結構ですけども、今後こういうものが、

どうしなきゃならない時代が、より違うものが出てくるんじゃなかろうかというと

きに、初めからリースの予定が当初の考え方に無かったのかどうか。 

その方が間違いないことであったろうなと思うんですか、そこら辺、どういう、

整理をなさっているのかをお聞かせ願いたいと思います。 

 

◇議  長 総務課長。 

 

◇総務課長 自動体外式除細動器の借上料に関わります御質問でございます。 

導入当初、公共施設の方に購入、それから寄贈といったような形で整備がされて

きております。 
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当初、機器の借り上げというような手法で整理ができなかったかというようなと

ころでございますけども、当初におきましては、借り上げができるものだったかと

いうことにつきまして把握しておりません。 

当初、導入する段階で借り上げ、それから機器を購入するということで、経費の

状況がどうなるかというような比較をして、購入の方が安いというようなことで購

入をしているのではないかというふうに推測をしているところでございますけれど

も、今後におきましては、そういった機器本体の使用期限、そういったものもござ

いますので、それを見逃さないというようなことからも、リースというようなこと

で今後対応して、そういった誤りを再度起こさないようなことで対応してまいりた

いと考えております。 

 

◇議  長 ５番 、品田議員。 

 

◇品田議員 結構な答弁をいただきましたけれども、こういうものは付属品のパット

とかバッテリー、これなんかもやっぱり途中のチェックが必要で、十分やっていた

だろうと思うんですけども、そういうことを全部総合的にやってもらえますんでリ

ースの場合は、そしてタイムラグは無いですから、そういう面では、その施設の担

当の者も見逃すことが無いというようなことで、救命道具なもんですから、その辺

ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

 

◇議  長 総務課長。 

 

◇総務課長 今回につきましては、１５の施設におきまして、機器の更新、借り上げ

ということで対応させていただきます。 

今後におきましても、更新の必要な施設が出てまいりますので、同様の考え方で

進めてまいりたいと思いますので、御理解賜りたいと思います。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
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これから議案第７２号 平成２９年度大空町一般会計補正予算（第６号）を採決

します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７２号 平成２９年度大空町一般会計補正予算（第６号）は、

原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１２ 議案第７３号 

◇議  長 日程第１２ 議案第７３号 平成２９年度大空町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第３号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

南部福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書６３ページです。 

「議案第７３号 平成２９年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号） 

平成２９年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定め

るところによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７０万

円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１３億３，６６３万８，０００円とす

る。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。 

平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二」 

６５ページをお開き願います。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

２款 国庫支出金に３５万円を追加、５款 道支出金に３５万円を追加し、歳入

合計は、７０万円を追加し、１３億３，６６３万９，０００円とするものです。 

６６ページをお開き願います。歳出です。 

１款 総務費に７０万円を追加し、歳出合計は、歳入合計と同額にするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。 

歳出より、御説明いたしますので、７２、７３ページをお開き願います。 

１款１項１目 総務一般事務費、１３節 国庫システム改修委託料から３２万４，

０００円の減額、２目 連合会負担金、１９節 連合会負担金に１０２万４，００

０円の追加です。 

これは、平成３０年度から国保財政の運営の責任主体が市町村から都道府県へ移
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行することに伴い、現行の国保月次・年次報告システムの変更費用を委託料に計上

しておりましたが、北海道国保連合会が北海道の協力のもと、新たに国、道への療

養給付費交付金や調整交付金等の交付精算事務等の機能を有したシステムを開発し

たことから、その内容を検討した結果、事務軽減、経費節減につながるものとして

北海道国保連合会の新システムに移行したいため、北海道国保連合会負担金を増額

するものでございます。 

続きまして、歳入の説明を申し上げます。７０、７１ページをお開き願います。 

２款２項１目１節 特別調整交付金に３５万円の追加、５款２項１目１節 特別

調整交付金に３５万円の追加、歳出で説明しましたとおり、北海道国保連合会への

月次・年次報告システムに移行する経費として国、北海道から追加交付となるもの

でございます。 

以上、補正予算の内容について御説明申し上げました。御審議くださいますよう

お願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第７３号 平成２９年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７３号 平成２９年度大空町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１３ 議案第７４号 

◇議  長 日程第１３ 議案第７４号 平成２９年度大空町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 
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南部福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書７５ページです。 

「議案第７４号 平成２９年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号） 

平成２９年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４４５

万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億８７５万２，０００

円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。 

平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二」 

７７ページをお開き願います。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

１款 後期高齢者医療保険料に４５１万６，０００円を追加、２款 繰入金から

１２万９，０００円を減額、３款 繰越金に７万１，０００円追加し、歳入合計は、

４４５万８，０００円を追加し、１億８７５万２，０００円とするものです。 

７８ページをお開き願います。歳出です。 

２款 後期高齢者医療広域連合納付金に４４５万８，０００円を追加し、歳入合

計と同額にするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。 

歳出より説明いたしますので、８４、８５ページをお開き願います。 

２款１項１目１９節 後期高齢者医療広域連合納付金に４４５万８，０００円の

追加です。後期高齢者医療保険料及び保険基盤安定化の増並びに事務費負担金の減

によるものでございます。 

続きまして、歳入の説明をいたします。８２、８３ページをお開き願います。 

１款１項１目 後期高齢者医療特別徴収保険料から１３６万３，０００円の減額、

これは、特別徴収対象者の所得または被保険者数の減によるものでございます。 

２目１節 後期高齢者医療保険料現年度分に５８７万９，０００円の追加です。

普通徴収となる７５歳到達者の給与所得やその他の一時所得増に伴うものでござい

ます。 

２款１項１目１節 事務費繰入金から５２万７，０００円の減額です。広域連合

事務費負担金の減少によるものでございます。 

２目１節 保険基盤安定繰入金に３９万８，０００円の増額です。負担軽減対象

者の増によるものでございます。 

３款１項１目１節 前年度繰越金に７万１，０００円の追加です。前年度繰越金
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を計上するものでございます。 

以上、補正予算の内容について御説明申し上げました。よろしく御審議ください

ますようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第７４号 平成２９年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７４号 平成２９年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１４ 議案第７５号    

◇議  長 日程第１４ 議案第７５号 平成２９年度大空町介護保険事業勘定特別

会計補正予算（第２号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

松川福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書８７ページです。 

「議案第７５号 平成２９年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２

号） 

平成２９年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５９５

万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７億９，０４９万３，０

００円とする。 
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第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。 

平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二」 

８９ページをお開きください。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

３款 国庫支出金に４６万円を追加、７款 繰入金に５４９万１，０００円を追

加しまして、歳入合計は、５９５万１，０００円を追加し、７億９，０４９万３，

０００円とするものです。 

９０ページ、歳出です。 

１款 総務費に５９５万１，０００円を追加しまして、歳出合計を歳入合計と同

額にするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。 

歳出より御説明しますので、９６、９７ページをお開きください。 

１款１項１目１３節 総務一般事務費の委託料に５９５万１，０００円の追加で

す。平成３０年４月１日から施行される第７期介護保険制度改正に伴い、高額介護

サービスを見直し、介護報酬改正などの介護保険システム改修に要する経費として

９６万１，０００円の追加並びに現在使用しております介護保険事務処理システム

がクライアントサーバーからウェブシステム版のサーバーへ移行となることに伴い、

システム更新経費として４９９万円を追加するものです。 

続きまして、歳入の説明をしますので、９４、９５ページをお開きください。 

３款２項３目１節 介護保険制度改正システム改修事業補助金に４６万円の追加

です。歳出で説明しましたシステムの改修に要する経費に対して国からの補助金を

追加するものです。 

７款１項１目１節 介護給付費繰入金に５４９万１，０００円の追加です。今回

の補正の財源調整のため繰入額を追加するものです。 

以上、補正予算の内容について御説明申し上げました。よろしく御審議ください

ますようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり）  

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 



３２ 

 

  これで討論を終わります。 

これから議案第７５号 平成２９年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７５号 平成２９年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正

予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１５ 議案第７６号 

◇議  長 日程第１５ 議案第７６号 平成２９年度大空町介護サービス事業勘定

特別会計補正予算（第２号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

松川福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書９９ページです。 

「議案第７６号 平成２９年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算

（第２号） 

平成２９年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７万１，

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５１５万５，０００円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。 

平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二」 

１０１ページをお開きください。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

２款 繰入金に７万１，０００円を追加しまして、歳入合計を５１５万５，００

０円とするものです。 

１０２ページ、歳出です。 

１款 サービス事業費に７万１，０００円を追加しまして、歳出合計を歳入合計

と同額にするものです。 

次に、歳入歳出予算事項別明細書の説明を申し上げます。 

歳出より御説明しますので、１０８、１０９ページをお開きください。 

１款１項１目 介護予防支援事業費、職員給与等に７万１，０００円の追加です。 

人事院勧告に基づく職員給与条例の一部改正によるもので、介護サービス事業勘

定で支弁しております職員１名分の職員給与等を増額するものです。 
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続きまして、歳入の説明をしますので、１０６、１０７ページをお開きください。 

２款１項１目１節 一般会計繰入金に７万１，０００円の追加です。歳出で御説

明したとおり、職員給与条例の一部改正に伴い、財源調整のため追加をするもので

す。 

以上、補正予算の内容について御説明申し上げました。よろしく御審議ください

ますようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第７６号 平成２９年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正

予算（第２号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７６号 平成２９年度大空町介護サービス事業勘定特別会計

補正予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１６ 議案第７７号 

◇議  長 日程第１６ 議案第７７号 平成２９年度大空町簡易水道事業特別会計

補正予算（第２号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

佐薙建設課長。 

 

◇建設課長 議案書１１３ページです。 

「議案第７７号 平成２９年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

平成２９年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１６万



３４ 

 

６，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億５，２５６万５，００

０円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。 

平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二」 

１１５ページです。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

２款 繰入金に１６万６，０００円を追加し、歳入合計では１６万６，０００円

を追加し、３億５，２５６万５，０００円とするものです。 

１１６ページ、歳出です。 

１款 総務費に１６万６，０００円を追加し、歳出合計では１６万６，０００円

を追加し、歳入合計と同額とするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明ですが、歳出から説明いたします。

議案書１２２、１２３ページになります。 

１款１項１目 職員給与等、２節 給料に２万円、３節 職員手当等に１１万９，

０００円、４節 共済費に２万２，０００円、１９節 負担金補助及び交付金に５，

０００円をそれぞれ追加しております。職員給与等の改定に伴い追加となるもので

ございます。 

歳入の説明をいたします。議案書１２０、１２１ページでございます。 

２款１項１目１節 一般会計繰入金に１６万６，０００円を追加しております。 

今回、補正の財源調整のため追加となるものでございます。 

以上、補正予算について説明申し上げました。よろしく御審議くださいますよう

お願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第７７号 平成２９年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第

２号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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   （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７７号 平成２９年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１７ 議案第７８号 

◇議  長 日程第１７ 議案第７８号 平成２９年度大空町下水道事業特別会計補

正予算（第３号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

佐薙建設課長。 

 

◇建設課長 議案書１２７ページです。 

「議案第７８号 平成２９年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

平成２９年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３３

７万４，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億１，０４０万円と

する。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。 

平成２９年１２月１９日提出 大空町長 山下英二」 

議案書１２９ページでございます。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

３款 国庫支出金から３３５万円を減額、５款 繰入金から１４０万５，０００

円を減額、７款 諸収入に１３８万１，０００円を追加し、歳入合計では、３３７

万４，０００円を減額し、４億１，０４０万円とするものです。 

１３０ページ、歳出です。 

１款 総務費から３３７万４，０００円を減額し、歳出合計では、３３７万４，

０００円を減額し、歳入合計と同額とするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書ですが、歳出から説明をさせていただきま

す。 

議案書１３６、１３７ページです。 

１款１項１目 職員給与費等では２節 給料に１万円を追加、３節 職員手当等

に９万３，０００円を追加、４節 共済費１万８，０００円を追加、１９節 負担

金補助及び交付金に２，０００円を追加しております。いずれも職員給与等の改定

に伴い追加となるものでございます。 

次に、下水道一般管理事業では、１節 給排水事業経営審議会委員報酬に５万円、



３６ 

 

１１節 食糧費に１，０００円を追加しております。給排水事業経営審議会につい

て、年度内にさらに１回の会議を開催する予定としておりますので、それに掛かる

費用として追加をするものでございます。 

続きまして、３目 建設改良費、１３節 委託料、調査測量設計委託料から３５

４万８，０００円を減額しております。下水道事業に係るストックマネージメント

計画策定委託を実施しておりますが、事業が完了し、執行残として減額となるもの

でございます。 

続きまして歳入の説明をいたします。議案書１３４、１３５ページでございます。 

３款１項１目 社会資本整備総合交付金、公共下水道事業交付金から３３５万円

を減額しております。交付金が減額配分となったため、今回補正に合わせ減額とな

るものでございます。 

５款１項１目１節 一般会計繰入金から１４０万５，０００円を減額しておりま

す。今回補正の財源調整のため減額となるものでございます。 

７款３目１節 下水道管移設補償費に１３８万１，０００円を追加しております。

網走川湯線において補償を受けて改築工事を実施しておりますが、補償費が増加す

ることにより追加するものでございます。 

以上、補正予算の内容について御説明申し上げました。よろしく御審議ください

ますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第７８号 平成２９年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第３

号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７８号 平成２９年度大空町下水道事業特別会計補正予算

（第３号）は、原案のとおり可決されました。 
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    ◎日程第１８ 発議第７号 

◇議  長 日程第１８ 発議第７号 大空町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例

の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

８番 松岡克美議員。 

 

◇松岡議員 議会側議案書５ページをお開きください。 

「発議第７号 大空町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条

例制定について 

このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提出

する。 

平成２９年１２月２０日提出 大空町議会議員 松岡、松田、深川、後藤、齋藤、

品田、沢出、原本、田中、上地」の各議員でございます。 

７ページをお開きください。 

この条例の改正につきましては、先ほどの議案６７号から６９号に係る条例改正

と重複いたしますが、本年の人事院勧告において、期末手当を民間の支給割合に見

合うよう４．４カ月分に引き上げるよう勧告がなされたことによるものでございま

す。 

条例の内容につきましては、第１条では、第４条第２項中の１００分の２２２．

５を１００分の２３２．５に改め、第２条では、第４条第２項中の１００分の２０

７．５を１００分の２１２．５に、１００分の２３２．５を１００分の２２７．５

に改めるものであります。 

附則として、この条例は公布の日から施行し、ただし第２条の規定は平成３０年

４月１日から施行するものでございます。 

また、第１条の規定による改正後の大空町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例

の規定につきましては、平成２９年１２月１日から適用とするものでございます。 

条例改正の概要、新旧対照表につきましては、別冊で配付の参考資料にて御覧を

いただきたいと思います。 

以上、説明を申し上げましたので、よろしく御審議くださいますようお願いを申

し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり）  

◇議  長 質疑なしと認めます。 
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これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第７号 大空町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正

する条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第７号 大空町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を

改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１９ 発議第８号 

◇議  長 日程第１９ 発議第８号 平成３０年度畜産物価格決定等に関する要望

意見書を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

７番 齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 議会側の議案書９ページをお開きください。 

「発議第８号 平成３０年度畜産物価格決定等に関する要望意見書 

このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとおり提

出する。 

平成２９年１２月２０日提出 大空町議会議員 齋藤、原本、深川、松岡、品

田」の各議員でございます。 

１１ページでございます。 

この要望の内容ですが、道農業の基幹となる酪農・畜産における状況は、農家戸

数の減少という厳しい現実、またＴＰＰ協定などの貿易交渉等による国内生産縮小

や農業所得の低下などの将来的不安を強めている。 

ついては牛乳乳製品や畜産物の安定供給、酪農・畜産の持続的な発展を図るため、

１１ページから１３ページにわたる１３項目の各種要望を行うものであり、未来を

切り開く生産現場に寄り添った酪農・畜産政策の推進、意欲と展望の持てる畜産物

価格等の実現について強く要望するものであります。 

提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣宛

てでございます。 
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以上、説明申し上げましたので、よろしく御審議くださいますようお願いいたし

ます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第８号 平成３０年度畜産物価格決定等に関する要望意見書を採決

します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第８号 平成３０年度畜産物価格決定等に関する要望意見書は、

原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２０ 発議第９号 

◇議  長 日程第２０ 発議第９号 平成２９年度以降「産地交付金」の満額確保

などを求める要望意見書を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

７番 齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 議会側議案書１５ページをお開きください。 

「発議第９号 平成２９年度以降「産地交付金」の満額確保などを求める要望意

見書 

このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提出

する。 

平成２９年１２月２０日提出 大空町議会議員 齋藤、原本、深川、松岡、品

田」の各議員でございます。 

１７ページでございます。 

この要望の内容ですが、水田活用の産地交付金については、水田フル活用ビジョ
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ンに基づき、道農業の振興に大きく寄与してきました。 

しかし、全国的な水田転作の深掘りにより、平成２８年度、平成２９年度と２年

連続で予算不足となる状況になっております。 

よって、下記１として、保留２割部分については、補正予算による満額確保を行

い、地域の取り組みに支障をきたさないようにすること。 

２として、平成３０年度は特色のある地域農業を支援するための制度として位置

づけを明確化させ、戦略作物助成とは別枠で必要な予算を十分確保すること。 

このことについて、強く要望するものであります。 

提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣宛

でございます。 

以上、説明申し上げましたので、よろしく御審議くださいますようお願いいたし

ます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第９号 平成２９年度以降「産地交付金」の満額確保などを求める

要望意見書を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第９号 平成２９年度以降「産地交付金」の満額確保などを求

める要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２１ 発議第１０号 

◇議  長 日程第２１ 発議第１０号 持続可能なオホーツク畑作政策とばれいし

ょ増産輪作推進事業の万全の予算確保などを求める要望意見書を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

７番 齋藤宏司議員。 
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◇齋藤議員 議会側議案書１９ページをお開きください。 

発議第１０号 持続可能なオホーツク畑作政策とばれいしょ増産輪作推進事業の

万全の予算確保などを求める要望意見書 

このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提出

する。 

平成２９年１２月２０日提出 大空町議会議員 齋藤、原本、深川、松岡、品

田」の各議員でございます。 

２１ページでございます。 

この要望の内容ですが、オホーツク畑作農業における国の重要品目、麦・大豆・

てん菜・でん粉原料用ばれいしょの安定供給や地域産業への重要的役割、また、適

正な輪作体系の維持などの畑作政策の拡充・強化を求めるものであります。 

下記１として、平成３０年度の国費予算概算要求におけるばれいしょ増産輪作推

進事業については、近年のオホーツク畑作地域における地域課題に対応できる事業

内容の充実を図り、万全の予算確保をすること。 

２として、種子用、加工用途だけでなく、でん粉原料用ばれいしょの増産対策も

事業対象となるよう国・道・基礎自治体が一体となって取り組むこととし、強く要

望するものであります。 

提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣宛

てでございます。 

以上、説明申し上げましたので、よろしく御審議くださいますようお願いいたし

ます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第１０号 持続可能なオホーツク畑作政策とばれいしょ増産輪作推

進事業の万全の予算確保などを求める要望意見書を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１０号 持続可能なオホーツク畑作政策とばれいしょ増産輪

作推進事業の万全の予算確保などを求める要望意見書は、原案のとおり可決されま

した。 

 

    ◎日程第２２ 報告第１１号 

◇議  長 日程第２２ 報告第１１号 例月出納検査結果報告についてを議題とし

ます。 

監査委員から例月出納検査結果報告書の提出がありましたので、監査委員の報告

を求めます。 

近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました報告第１１号 例月出納検査結果の報告

につきまして、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により報告申し上げます。 

検査の対象となった月は、平成２９年８月分から平成２９年１０月分までであり

ます。 

検査の内容は、毎月末の現金の出納状況及び基金の状況でございます。 

例月出納検査を実施いたしました時期は、８月分につきましては９月２０日、９

月分につきましては１０月２４日、１０月分につきましては１１月２０日に後藤監

査委員とともに実施をしたところであります。 

検査の結果につきましては、お手元に配付の資料に記載されたとおり相違ありま

せん。 

また、現金、預金の保管状況、その他特に指摘する事項はございません。 

以上、適正であることを認め監査結果の報告といたします。 

 

◇議  長 これで例月出納検査結果報告については終わります。 

これで本日の日程は全部終了しました。 

会議を閉じます。 

山下町長から発言があれば許します。 

山下町長。 

 

◇町  長 平成２９年第４回大空町議会定例会の閉会に当たりまして、お礼を申し

上げたいと存じます。 

今回の議会におきましては、５人の議員から一般質問を頂戴いたしました。 

しかしながら、多少私どもの調整不足もあって、なかなか議論といいましょうか、
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方向性を示せなかった部分もあったのではないかと、そのように反省もしていると

ころでございます。 

また、一般質問でいろいろな課題というものを提示していただいた部分がござい

ますので、今回の議会の中だけでは、十分方向性が出なかったものもありますけれ

ども、これを一つのきっかけといたしまして、今後、私の任期の中で最大限この解

決に努力をしてまいりたいと考えているところでございます。 

今回、何点か、その課題を拾い出していただいたわけでありますけれども、そう

やって議会の定例会の度に様々な課題をいただいているところでございます。 

振り返ってみますと、この４年間、自分自身で一体何をやってきたかなと、そう

いう反省もございます。 

昨日の答弁の中では、点数を付けるとして５０点程度ということで、自分で答弁

を作ったときには、そのように考えて御答弁をさせていただきましたけれども、ま

だまだ課題がたくさんあるなと、そういうことを考えますと、その件数というもの

は、さらに低いのではないかなと改めて感じたところでございます。 

今後の大空町の町民の幸せということを考えたときの選択肢、一体何が良いのか

と、そのことに大変悩むところでもございます。 

そういったものの気付きをいただいた議会、ありがたさというものを痛感してい

るところでございます。 

皆様方からいろいろな御指摘をいただいたことに改めてお礼を申し上げまして、

御挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

◇議  長 平成２９年第４回大空町議会定例会を閉会します。 

大変お疲れさまでした。 

 

（閉会 午後００時２０分） 


